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【今月の表紙】12月 11日、「ニュータウンふくしプラザ第４回クリスマス＆オープンカフェ」で展示されたミニチュアサイズの靴

新年を迎えて

動き出す 鳩山町の「地方創生」

鳩山町生涯活躍のまち構想による
住宅団地アクティブ化事業

ピックアップレポート
「子育てフェスティバル」「クリスマス
＆オープンカフェ」など

お気軽にご相談ください
民生委員・児童委員

自
分
に
合
う
靴
を
見
つ
け
て

踏
み
出
そ
う
は
じ
め
の
一
歩

特集 シニア世代の「地域デビュー」



広報はとやま2017.1月号 広報はとやま2017.1月号

旧松栄小学校用地に整備が進む福祉健
康・多世代交流複合施設

１月からの試験運行に関する
詳細は、広報１月号と同時配
布のチラシをご覧ください。

謹賀新年
鳩山町長　小峰 孝雄

新たな年を迎えた今月号では、平成 28年
を振り返るとともに、平成 29年における
まちづくりの展望をお伝えします。

新年を迎えて

　
新
年
あ
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。皆
さ
ま
に
は
、輝
か

し
い
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の

こ
と
と
、心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
平
成
28
年
を
振
り
返
っ
て
、二
つ

ほ
ど
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
つ
目
と
し
て
、現
在
、鶴
ヶ
島
市
・

毛
呂
山
町
・
越
生
町
・
鳩
山
町
の
１

市
３
町
の
一
部
事
務
組
合
で
建
設
を

進
め
て
い
る（
仮
称
）鳩
山
新
ご
み
焼

却
施
設
は
、昨
年
の
３
月
に
都
市
計

画
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、施
設
稼
働
期
間
を
最
長
30

年
と
す
る
こ
と
で
、地
元
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、施
設
建
設

に
向
け
た
合
意
形
成
が
図
ら
れ
つ
つ

あ
り
ま
す
。施
設
用
地
の
売
買
交
渉

も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
あ
ら
た
め
て
、地
元
の
皆
さ
ま
、地

権
者
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力

に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
二
つ
目
と
し
て
、鳩
山
町
の
健
康

寿
命
が
平
成
26
年
デ
ー
タ
で
、男
女

と
も
に
県
内
１
位
と
な
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　「
健
康
寿
命
」と
は
、65
歳
か
ら
、

介
護
な
ど
に
依
存
し
な
い
で
、自
立

し
た
生
活
が
で
き
る
期
間
で
す
。平

成
25
年
デ
ー
タ
で
は
男
女
と
も

平
成
28
年
を

振
り
か
え
っ
て

（
仮
称
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
・
マ
ル
シ
ェ
に
お
け
る

町
民
参
加
型
の
事
業
展
開
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
を
開
催
し
ま
す

公
共
交
通
空
白
地
域
解
消
の
た
め
、地
域
と
町
が

協
働
で
検
討
を
重
ね
て
き
た
町
営
路
線
バ
ス

無
料
試
験
運
行
を
開
始
し
ま
す

地
方
創
生
へ
向
け 

着
実
な
歩
み
を

に
県
内
第
２
位
と
い
う
結
果
で
し

た
の
で
、よ
う
や
く
念
願
の
男
女
と

も
第
１
位
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。健
康
づ
く
り
へ
の
皆
さ
ま
の

ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し

ま
す
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
は
、転
倒
防

止
の
た
め
の「
筋
力
」、バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た「
食
生
活
」、楽
し
み
や
生
き

が
い
と
な
る「
社
会
参
加
」の
三
つ
が

重
要
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、町
で
は
健
康
寿
命
の

さ
ら
な
る
延
伸
に
向
け
、こ
の
三
つ

の
側
面
に
お
け
る
取
り
組
み
を
重
点

的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

代
交
流
複
合
施
設
を
拠
点
と
し
て
、

住
み
慣
れ
た
鳩
山
に
い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
た
め

の「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」の

構
築
を
実
践
す
る
年
に
な
り
ま
す
。

　
二
つ
目
と
し
て
、す
で
に
策
定
し

て
い
る
泉
井
及
び
上
熊
井
地
区
活

性
化
取
組
方
針
と「
鳩
山
町
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」に

基
づ
き
、北
部
地
域
活
性
化
と
鳩
山

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
を
推
進
し
ま

す
。地
方
創
生
事
業
に
対
す
る
交
付

金
な
ど
を
活
用
し
て
、着
実
に
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
を
元
に
、

「
し
っ
か
り
前
進
」「
み
つ
め
る
未

来
」を
ま
ち
づ
く
り
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
し
て
、全
力
で
取
り
組
み
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
の
展
望
の
一
つ
目
と

し
て
、既
に
着
工
し
て
い
る「（
仮

称
）地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
」が

６
月
頃
に
完
成
予
定
で
す
。隣
接
す

る
民
間
事
業
者
に
よ
る
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
も
今
月
24
日
に
開
所

式
を
迎
え
ま
す
。

　
こ
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
と

一
体
に
な
っ
た
福
祉
健
康
・
多
世

　全国で「地方創生」への取り組みが進むなか、鳩山町でも平成 27年 10月に「鳩山町まち・ひと・しごと
創生総合戦略」を策定しました。町の地方創生の取り組みは、平成28年 9月に発行した「地方創生特別号」で
その概要をお知らせしましたが、「北部地域活性化」と「鳩山ニュータウン再生」を２本柱としています。
　今月号では、その具体的な取り組みをご紹介します。

動き出す  鳩山町の「地方創生」

　
鳩
山
町
北
部
地
域
活
性
化
基
本
条

例
に
基
づ
く
活
性
化
の
推
進
モ
デ
ル

地
区
で
あ
る
泉
井
地
区
と
上
熊
井
地

区
で
は
、地
域
と
町
と
の
協
働
指
針

と
な
る「
活
性
化
取
組
方
針
」を
策
定

し
て
い
ま
す
。こ
の
方
針
に
基
づ
く

事
業
の
一
つ
で
あ
る「
町
営
路
線
バ

ス
新
設
事
業
」が
い
よ
い
よ
動
き
出

し
ま
す
。

　
事
業
の
位
置
づ
け
は
、町
が
平
成
28

年
３
月
に
策
定
し
た「
鳩
山
町
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
」に
基
づ
く
特

定
事
業
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
１
月
11
日

（
水
）
～
３
月
31
日（
金
）は

運
賃
無
料
で
試
験
運
行
を

行
い
、平
成
29
年
４
月
～
９

月
に
有
償
運
行
へ
切
り
替

え
る
実
証
運
行
を
行
い
ま

す
。そ
し
て
、平
成
29
年
10

月
か
ら
は
本
格
運
行
と
な

る
予
定
で
す
。

■
問
合
せ
　
役
場
政
策
財

政
課
　
政
策
推
進
担
当

☎
２
９
６

－

１
２
１
２

北部地域
活性化

鳩山
ニュータウン
再生

　
鳩
山
町
は
、人
口
減
少
と
と
も
に

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま

す
。特
に
大
規
模
住
宅
団
地
で
あ
る

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
に
お
け
る
高
齢

化
は
、埼
玉
県
内
で
最
も
著
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
町
で
は
、

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
再
生
事
業
の
一

つ
と
し
て
、国
の
地
方
創
生
加
速
化
交

付
金
の
採
択
を
う
け
、『
鳩
山
町「
生

涯
活
躍
の
ま
ち
」構
想
推
進
に
よ
る

住
宅
団
地
ア
ク
テ
ィ
ブ
化
・
キ
ッ
ク

オ
フ
事
業
』に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
住
宅
団
地
ア
ク
テ
ィ
ブ
化
事

業
で
は
、「
空
き
家
へ
の
移
住
促
進
」、

「
各
種
資
源
を
活
か
し
た
多
世
代
の

活
躍
」「
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
を
支
え
る
地
域
包
括
ケ
ア
の
推

進
」を
三
本
柱
と
し
た「
鳩
山
町
生
涯

活
躍
の
ま
ち
構
想
及
び
基
本
計
画
」

を
策
定
し
ま
す
。

　
策
定
し
た
構
想
等
に
基
づ
い
て
、個

別
具
体
的
な
事
業
計
画
を
定
め
る
と

と
も
に
、事
業
主
体
の
選
定
・
育
成
を

進
め
て
い
き
ま
す
が
、空
き
店
舗
を
活

用
し
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
化
の
拠
点
施
設

で
あ
る（
仮
称
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ル

シ
ェ
の
整
備
が
、重
点
事
業
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　（
仮
称
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ル
シ
ェ

内
に
は
、移
住
交
流
推
進
セ
ン
タ
ー
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
カ
フ
ェ
（
ま
ち
お
こ

し
カ
フ
ェ
）、シ
ェ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
を
新

設
す
る
と
と
も
に
、ふ
く
し
プ
ラ
ザ
を

移
転
し
ま
す
が
、こ
の
マ
ル
シ
ェ
を
町

民
参
加
型
で
育
て
て
い
く
た
め
に
、ど

の
よ
う
な
事
業
が
展
開
で
き
る
か
な

ど
を
一
緒
に
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
　
①
２
月
11
日（
土
）、②
２

月
17
日（
金
）　
い
ず
れ
も
午
後
１
時

30
分
か
ら
　
※
①
②
と
も
同
じ
内
容

で
す
。

■
場
所
　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

３
０
３
・
３
０
４

■
内
容
　
町
民
参
加
型
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
な
ど

■
問
合
せ
　
役
場
政
策
財
政
課 

政

策
推
進
担
当
☎
２
９
６

－

１
２
１
２

住宅団地
アクティブ化
事業の概要は
次ページを
ご覧ください

国土地理院の電子地形図に運行ルート・停留所を追記して掲載
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住
宅
団
地（
鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
）ア
ク
テ
ィ
ブ
化
事
業

　（
仮
称
）地
域
包
括
ケ
ア
セ
ン

タ
ー
内
の
地
域
の
交
流
ス
ペ
ー
ス

な
ど
を
活
用
し
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」を
理
解
す
る
と
と
も

に
、積
極
的
な
参
加
を
促
す
研
修
を

行
い
ま
す
。ま
た
、地
域
包
括
ケ
ア

を
支
え
る
事
業
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
対
す
る
研
修
も
実
施
し
ま
す
。

（
そ
の
他
、多
世
代
活
躍
事
業
と
し

て
、新
規
起
業
希
望
者
へ
の
研
修
も

検
討
し
ま
す
。）

　
さ
ら
に
、複
合
施
設
の
交
流
広
場

で
は
、多
世
代
の
参
加
に
よ
り
、「
地

域
交
流
イ
ベ
ン
ト
」を
継
続
的
に
開

催
し
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
生
み
出

す
支
え
合
い
の
力
を
、地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と
健
康
で
ア

ク
テ
ィ
ブ
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
　
役
場
政
策
財
政
課 

政
策

推
進
担
当
☎
２
９
６

－

１
２
１
２

　
鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
は
空
き

家
が
増
え
て
お
り
、人
口
減
少
の
要

因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
傾
向

は
今
後
も
続
く
と
見
込
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、総
合
的
な
対
策
が
必
要
で
す
。

　
そ
こ
で
、第
一
段
階
と
し
て
、平
成

28
年
度
に
住
宅
等
の
賃
貸
や
売
買
を

支
援
す
る「
空
き
家
バ
ン
ク
シ
ス
テ

ム
」を
構
築
し
、平
成
29
年
度
以
降
、

民
間
売
買
の
サ
ポ
ー
ト
を
開
始
し
ま

す
。ま
た
、空
き
家
や
町
の
情
報
の

提
供
な
ど
、移
住
・
定
住
や
交
流
の

窓
口
と
な
る「
移
住
交
流
推
進
セ
ン

空
き
家（
人
口
減
少
）対
策
と

移
住
交
流
を
総
合
的
に
推
進

タ
ー
」を（
仮
称
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・

マ
ル
シ
ェ
内
に
整
備
し
、専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す
。

　
第
二
段
階
と
し
て
、民
間
売
買
に

至
ら
な
い
ケ
ー
ス
に
対
応
す
る「
空

き
家
・
す
ま
い
る
化
事
業（
学
生

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
、お
試
し
居
住
、短

期
賃
貸
な
ど
）」に
取
り
組
む
た
め
、

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。ま
た
、

平
成
29
年
度
か
ら
移
住
に
関
す
る

第
３
セ
ク
タ
ー
等
の
新
た
な
事
業

者
の
組
織
化
を
検
討
し
ま
す
。

　（
仮
称
）コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
マ
ル

シ
ェ
内
に
、町
の
特
産
加
工
品（
鳩
山

産
の
原
材
料
を
主
と
し
て
利
用
し
た

加
工
品
な
ど
）を
提
供
す
る
と
と
も

に
、移
住
者
に
も
優
し
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
育
て
る「
ま
ち
カ
フ
ェ
（
ま

ち
お
こ
し
カ
フ
ェ
）」や
、テ
レ
ワ
ー

ク
、新
規
起
業
者
を
育
て
る「
シ
ェ
ア

･
オ
フ
ィ
ス（
※
）」を
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、町
内
及
び
近
隣
の
大
学
や

企
業
な
ど
の
学
術
研
究
機
関
と
連
携

し
、公
開
講
座
な
ど
の
開
催
や
新
産

業
の
創
出
に
つ
な
が
る
よ
う
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
、「
宇
宙
・

産
学
官
・
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

「生涯活躍のまち」への拠点　その2―コミュニティ・マルシェ― 「生涯活躍のまち」への拠点　その1―地域包括ケアセンター―
　民間事業者と町の複合施設であるタウンセンター内の空き店舗（旧西友リビング館）に、「移
住交流推進センター」「まちカフェ」「シェア ･オフィス」「ふくしプラザ（移転）」の４つの施
設を整備します。

　（仮称）地域包括ケアセンターは、福祉健康・多世代交流複合施設（旧松栄小学校用地内）
の中核施設として、現在工事を進めています。「療養通所介護」「訪問看護ステーション」「地
域包括支援センター（移転）」「地域の交流スペース」の４つの機能を備えます。

事　業　概　念　図

生涯活躍のまち　～住宅団地アクティブ化～

（仮称）
コミュニティ・マルシェ

福祉健康・多世代交流
複合施設

空き家
バンク

３世代同居支援

公共交通網形成

●移住交流推進センター
●まちおこしカフェ
●シェア・オフィス
●ふくしプラザ

●地域交流イベント
●各種研修

宇宙・産学官・
地域連携
コンソーシアム

シェア・オフィス

まちカフェ

ミーティングルーム
計画中のイメージ図 完成予定図

ふくしプラザ

移住交流推進センター

交流広場

地域包括ケアセンター
（地域の交流スペース）

療養通所介護（訪問看護ステーション）

特別養護
老人ホーム

ム（
※
）」の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

※ 

シ
ェ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
は
、テ
レ
ワ
ー

カ
ー
や
新
規
起
業
者
を
育
て
る
場
所

と
し
て
、机
、椅
子
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
利
用
環
境
を
備
え
た
時
間
貸
や
期

間
貸
の
ス
ペ
ー
ス
を
整
備
し
ま
す
。

※ 

宇
宙
・
産
学
官
・
地
域
連
携
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
主
催
の
公
開
講
座
を
平
成
29

年
３
月
に
開
催
し
ま
す（
17
ペ
ー
ジ
参

照
）。ま
た
、シ
ェ
ア
・
オ
フ
ィ
ス
に
お

い
て
、新
規
起
業
者
へ
ア
ド
バ
イ
ス
等

を
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

町
の
各
種
資
源
を
活
か
し

な
が
ら
、多
世
代
が
連
携

「まちカフェ」のイメージ図

鳩
山
町
生
涯
活
躍
の
ま
ち
構
想
に
よ
る

移住促進事業

【主な事業】
①空き家バンクシステム構築
②移住交流推進センター整備
③専用ホームページ作成
＊�②は（仮称）コミュニティ・
マルシェ内に整備

多世代活躍事業
【主な事業】
①まちカフェ整備
②シェア・オフィス整備
③�宇宙・産学官・地域連携コ
ンソーシアム支援

＊�①と②は（仮称）コミュニティ・
マルシェ内に整備

地域包括ケア等研修事業
【主な事業】
①地域包括ケア研修
②事業者等研修
③地域交流イベント
＊�平成 28 年度に①と②に関す
る研修事業計画を策定し、一
部事業を実施予定。

移住促進事業 多世代活躍事業

地域包括ケア等研修事業

空き家への移住促進、各
種資源を活かした多世代
の活躍、安心して住み続け
られるまちを支える地域
包括ケアシステムの推進
を連携させ、その成果を
町全体に波及させます。
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　埼玉県では、高齢者は「社会に支
えられる」側というイメージを変
え、「社会を共に担う」側として、
多くのアクティブシニアの皆さん
に地域で活躍してもらおうと、「ア
クティブシニアの社会参加支援事
業補助制度」を創設しました。その
趣旨に沿う取り組みや体制づくり
を積極的に行うモデル市町村が県
内で７つ選定され、鳩山町もその
一つに選ばれました。
　今月号では、皆さん自身の知識
や経験、人脈などを地域の中で活
かし、自分自身のセカンドライフ
にとってもプラスになる地域活動
への参加方法について考えます。

シニア世代の「地域デビュー」
今年こそはじめの一歩を

あなたも踏み出してみませんか
　
町
で
は
、環
境
保
全
や
防
災
・
防
犯
、イ

ベ
ン
ト
、高
齢
者
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守

り
な
ど
、様
々
な
分
野
で
地
域
を
よ
り
良

く
す
る
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。し
か

し
、人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で
、

近
年
、地
域
活
動
の
担
い
手
の
減
少
や
高

齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

町
を
つ
く
る「
人
財
」に

　
今
後
も
鳩
山
町
が
よ
り
良
い
町
と
し
て

発
展
・
継
続
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域

の
皆
さ
ん
の
社
会
参
画
が
必
要
不
可
欠
で

豊
か
な
知
識
と
経
験
を
生
か
し
て

活
躍
で
き
る
社
会
を
み
ん
な
で
作
ろ
う

シニアの「地域デビュー」を
応援するモデル市町村に選定

す
。住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
き
生
き
と
暮

ら
し
続
け
ら
れ
る
鳩
山
町
と
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
貴
重
な

「
人
財
」な
の
で
す
。

　
地
域
活
動
に
参
加
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
方
で
も
、「
き
っ
か
け
が
な
い
」「
何

を
す
れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
い
」な
ど
の

理
由
で
、は
じ
め
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ

な
い
方
も
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　
そ
こ
で
、「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」の
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
行
動
が
必
要
な
の
か
を
見
て

い
き
ま
す
。

　
自
身
の
特
性
や
関
心
ご
と
を
把
握
し
た

ら
、次
に
町
内
で
様
々
な
活
動
を
す
る
団

体
を
知
る
第
二
段
階
へ
進
み
ま
す
。上
記

で
挙
げ
た
よ
う
に
、町
内
で
は
様
々
な
地

域
活
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
内
容
を
調
べ
る
際
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
し
て
は
、鳩
山
町
社
会
福
祉

協
議
会
内
に
あ
る「
鳩
山
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
」（
☎
２
９
６

－

５
２
９
６
）

が
、各
種
地
域
活
動
に
つ
い
て
は
鳩
山
町

役
場（
代
表
☎
２
９
６

－

１
２
１
１
）が
、

皆
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

活
動
し
て
い
る

団
体
を
調
べ
る

自
分
が
や
り
た
い

こ
と
を
考
え
る

　
地
域
活
動
の
基
本
は「
無
理
を
し
な
い
」

こ
と
と
、活
動
を「
楽
し
む
」こ
と
で
す
。

そ
の
た
め
、ど
の
よ
う
な
活
動
が
自
分
に

合
っ
て
い
る
か
、自
分
自
身
を
見
つ
め
直

す
こ
と
が「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」へ
の
第
一
段

階
と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
経
験

や
興
味
・
関
心
の
あ
る
こ
と
な
ど
を
考

え
、「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た
い
」「
こ

う
い
っ
た
活
動
な
ら
協
力
で
き
る
か
な
」

と
い
う
分
野
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

STEP
２

STEP
１

特 集

※�カッコ内は主な活動内容。●はボランティア登録団体（問合
せ：町社会福祉協議会内ボランティアセンター）。◆の団体
の詳細は、鳩山町役場（代表）から各担当部署等へおつなぎす
るか、各団体の連絡先をご案内します。

◆鳩山町食生活改善推進員　◆鳩山町保健推進
協力委員　◆鳩山町健康づくりサポーターの会　
◆ラジオ体操の会　◆鳩山元気クラブ「ひろば」
（体操）　など

●NPO法人里山環境プロジェクト・はとやま
（自然保全）　●鳩山NT自主防犯交通パトロー
ル隊　◆菱沼谷津田再生ネットワーク　◆復元
古代窯活用ボランティア　◆熊井・今宿囃

は や し

子保
存会、泉井ささら獅子舞保存会　◆学校応援団　
など

●サロン「ティールーム」（精神障がい者支援）　
●鳩の集い（傾聴）　●鳩山囲碁クラブ　◆
「はーとんカフェ今宿」「ニュータウンふくしプ
ラザ」ボランティア　◆はとやま子育てネット
ワーク「くるっくー」　◆精神保健福祉コミュニ
ティサロンボランティア　◆「食」コミュニティ
会議（食事会等）　◆陽だまり（食事会）　など

●朗読会「窓」　●人形劇サークル「トムテ」　●
声なびシネマわかば（音声ガイド付映画）　●レ
イキモハナ（フラダンス等・施設訪問）　●さざ
んか（民謡等・施設訪問）　●C

ク ロ ー バ ー

LOVER（大正
琴・施設訪問）　●スイートピー（大正琴・施
設訪問）　●ビバサウンズT&M（音楽・マジッ
ク）　●絵手紙サークル　●ゆりかご（折り紙）　
●傾聴ボランティア「スマイル」　●なの花（食
事作り）　●わいわい手習い塾（手芸・ゲーム）　
◆鳩山町歴史・観光ボランティア　◆あんずの
里づくり構想検討プロジェクト委員会　など

●つぼみの会（配食）　●そよかぜ会（メッ
セージカードづくり）　●コパンの会（小物製
作）　●フルール（古切手回収）　●手話サーク
ル「つくし」　●ともしび（障がい者支援）　●
c
コ ー

o-l
リ ブ

ive（車椅子介助）　●オリヲン（障がい
者支援）　●精神保健福祉ボランティア「らん
らん」　●東日本大震災の被災者を支援する会　
●鳩山町音訳ボランティアグループ　●かが
やき人連（共生社会促進）　●サポートこもれ
び（家事援助・カフェ）　●オレンジクラブ（認
知症啓発）　●ともしび（手話）　●健歩友の会
（各種ボランティア）　●アザレア会（募金）　●
NPOフードバンク埼玉中央（配給）　◆民生委
員・児童委員（相談・各種サロン）　◆NT新
自治会お困りお助け隊　など

健康づくりに協力したい

自然・伝統・安全を守りたい

集いの場を作りたい

人を楽しませたい

人の助けになりたい

あなたの「地域デビュー」の入り口を見つけよう
タイプ別 町内活動団体（一例）
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各
団
体
の
活
動
内
容
は
、実
際
に
の
ぞ

い
て
み
な
け
れ
ば
分
か
り
ま
せ
ん
。自
分

に
合
い
そ
う
な
活
動
を
見
つ
け
た
ら
、活

動
日
に
見
学
す
る
か
、参
加
者
と
し
て
活

動
に
触
れ
て
み
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」の
き
っ
か
け
に

講
演
会
等
に
参
加
し
て
み
よ
う

ニュータウンふくしプラザ
ボランティア募集説明会

プラザにお越しになる方の話し相手やイベントの企
画・運営などにご協力いただけませんか。経験のない
方でも、各種研修がありますので、ご安心ください。

▼日時　１月 20日（金）�午前 10時～ 11時 30分

▼ 場所・問合せ　ニュータウンふくしプラザ☎ 290
－5469（祝日、年末年始を除く午前 10時～午後５時）

「介護予防・生活支援サポーター
養成講座」研修内容

講師：小久保 晴代氏

職業・資格等：フリーアナ
ウンサー、健康管理アドバ
イザー（特定保健指導業
務）、健康管理士、健康管理
スポーツインストラクター
過去の主な出演作品：丸山
茂樹のゴルフの旋風、ゴル
フパラダイス ほか

※講座の対象は、町内在住・在勤で、高齢者や障
がいのある人のちょっとしたお手伝いができる
方です。日時・会場など、詳細は 2月号でご案
内します。

▼ 問合せ　町社会福祉協議会☎ 296－5296、
FAX296－3866

　私たちが、日々の活動を続けるために最も必要だ
と思われるものの一つが「健康」です。鳩山町では、
平成26年の 65歳健康寿命が、男女ともに県内１
位となりました。
　健康寿命の延伸を目指し、新しい趣味や仕事、ボ
ランティア活動、運動などに挑戦して、いきいきとし
たシニアライフを過ごすための健康管理法を学ん

でみませんか。（運動ができる服装でご参加くださ
い。）
　若い世代の方もぜひご一緒に参加ください。

▼日時　１月21日（土）�午後１時30分から

▼場所　町ふれあいセンター３階

▼講師　フリーアナウンサー・健康管理アドバイ
ザー　小久保�晴代氏（プロフィールは左記参照）

▼内容　①みんなで一緒に！「新鳩山音頭健康体
操」　②講演「アクティブシニアのいきいきライフ
～脳トレと体操で活性化させましょう！～」、バイタ
リティー体操

▼定員　150人（先着順）

▼申込・問合せ　1月18日（水）までに町社会福祉
協議会（☎296－5296、FAX296－3866）または地
域包括支援センター（☎296－7700、FAX298－
0077）へ

定年後の自由時間は10万時間
セカンドライフも充実させよう
　60歳～ 80歳までの自由時間は約 10万
時間で、これは生涯労働時間と同じ長さです。
その時間を、家に閉じこもって過ごすのでは
なく、地域とつながる方が面白いことを見つ
けられます。
　「地域デビュー」の際には、「自分から行動
する」「セカンドライフ用の名刺を作る」「IT
活用（コミュニケーション）能力を高める」「自
分に合わないと思ったらやめる」ことなどが
重要となります。
　自分のペースで、充実したセ
カンドライフを送りましょう。
※平成28年11月23日に鶴ヶ
島市内で行われた「第２回地域
デビューきっかけ広場」での講
演内容を、講師の松本氏の許可
を得て抜粋。

シニアライフアドバイザー
松本�すみ子氏

人
の
力
を
借
り
よ
う

　
こ
の
実
際
に
足
を
運
ぶ
行
動
が
第
三
段

階
と
な
り
ま
す
が
、多
く
の
方
は
こ
の
段

階
で
二
の
足
を
踏
ん
で
し
ま
い
が
ち
で

　「
興
味
は
あ
る
け
れ
ど
、地
域
活
動
を

行
う
団
体
を
見
学
し
た
り
、活
動
に
参
加

し
た
り
す
る
の
は
ま
だ
ち
ょ
っ
と
…
」と

い
う
方
は
、町
が
行
う
講
演
会
や
講
座
に

出
か
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
、自
分
に
合
っ
た
活
動
や
行
動
の

発
見
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
町
で
は
、地
域
デ
ビ
ュ
ー
の
源
と
な
る

「
健
康
」に
関
す
る「
シ
ニ
ア
輝
き
講
演
会
」

や
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
の
運

営
な
ど
に
協
力
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
説

明
会（
詳
細
は
９
ペ
ー
ジ
を
参
照
）を
１
月

に
実
施
し
ま
す
。

　「
地
域
デ
ビ
ュ
ー
」の
き
っ
か
け
づ
く
り

に
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

す
。そ
ん
な
と
き
は
、今
ま
で
培
っ
て
き
た

人
脈
を
使
い
、一
緒
に
行
動
し
て
く
れ
る

人
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。「
一
人
で
は
行

き
づ
ら
い
」と
い
う
気
持
ち
を
和
ら
げ
、時

に
は
同
伴
者
が
一
歩
踏
み
出
す
後
押
し
を

し
て
く
れ
る
は
ず
で
す
。

　
一
緒
に
行
動
し
て
く
れ
そ
う
な
人
が
見

つ
か
ら
な
い
場
合
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。ス
タ
ッ
フ

が
付
き
添
う
な
ど
、あ
な
た
の「
地
域
デ

ビ
ュ
ー
」を
応
援
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
も
の
、で
き
そ
う
な

活
動
に
参
加
し
て
み
る

STEP
３

はじめの
一歩

地
域
活
動
が
介
護
予
防
に

支
え
ら
れ
る
側
か
ら
支
援
者
へ

　
地
域
活
動
へ
の
参
加
は
、活
動
を
行
う

方
自
身
の
生
き
が
い
や
介
護
予
防
に
も
つ

な
が
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、各
種
制
度
で
は
サ
ポ
ー
ト
し

き
れ
な
い
暮
ら
し
の
困
り
ご
と
を
、住
民

同
士
で
助
け
合
う
、住
民
参
加
型
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
と
担
い
手
の
養
成
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、「
介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」を
、２
月
に
実
施
す

る
た
め
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。介
護
予

防
・
生
活
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、高
齢
者

や
障
が
い
の
あ
る
人
の「
い
く
つ
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
支
え
る
支
援

者
で
す
。

　
支
え
ら
れ
る
側
か
ら
、住
み
よ
い
地
域

を
共
に
つ
く
る
支
援
者
へ
。今
年
は
、そ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

関連コラム

基
本
研
修
コ
ー
ス

◆ 鳩山町の現状、介護保険制度の理解、生
活支援・介護予防の必要性理解

◆高齢者の身体・心理的理解と対応
◆傾聴について（以上、共通講座）
◆緊急対応について
◆ 選択講座（家事援助サービス、レクリ

エーションに関する地域活動の実践）

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

◆ 鳩山町の現状、介護保険制度の理解、生
活支援・介護予防の必要性理解

◆高齢者の身体・心理的理解と対応
◆傾聴について（以上、共通講座）
◆ 選択講座（消費者被害について、介護の

基礎知識・技術、高齢者の身体機能の変
化と効果的な運動方法について）

平成 28年度�埼玉県アクティブシニア社会参加支援事業

シニア輝き講演会　参加者募集
「アクティブシニアのいきいきライフ」
～脳トレと体操で活性化させましょう！～

定年後、地域のための
仕事に就くという選択

　定年後、地域で役に立つ仕事を選び、年金以
外の収入も得る「一石二鳥」のセカンドライフ
を選ぶ道もあります。
　地域で老後の生きがいづくりをサポート
する「鳩山町シルバー人材センター」。同セン
ターは、町内在住の、健康で働く意欲のある原
則 60歳以上の方が随時会員になることがで

きます。平成 28 年
11 月末現在、211
人の会員が、屋内外
の一般作業や技術
を生かした仕事、家
事援助サービス、施
設やゴルフ場の管
理など、地域に密着
した仕事に携わっ
ています。

鳩山町シルバー人材セン
ターのお問い合わせは、
☎ 296－6216 まで。
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ピック
アップ
レポート
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子
育
て
中
の
マ
マ
・
パ
パ
同
士
、

支
え
る
人
々
と
の
つ
な
が
り
を

み
ん
な
が
気
軽
に
立
ち
寄
り

心
が
軽
く
な
る
場
所
を
目
指
し
て

②②

④

「第10回子育てフェスティバル」のスタッフの皆さん

①①

③

地域 笑顔のみんなで作る が生まれるイベント

議
会
、学
童
保
育
の
指
導
員
、町
内
保

育
園
、鳩
山
町
社
会
教
育
委
員
、主
任

児
童
委
員
な
ど
が
協
力
し
ま
し
た
。

　
多
く
の
人
に
共
通
す
る「
子
ど
も

た
ち
を
、親
御
さ
ん
を
笑
顔
に
し
た

い
」と
い
う
気
持
ち
が
、町
全
体
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
願
い
ま
す
。

な
つ
な
が
り
も
生
ん
で
い
た
よ
う
で

し
た
」と
、多
く
の
笑
顔
を
生
ん
だ
イ

ベ
ン
ト
を
振
り
返
り
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、長
期
に
渡
り
準

備
を
し
て
き
た
町
立
鳩
山
幼
稚
園
Ｐ

Ｔ
Ａ
や
、つ
ど
い
の
広
場（
ぽ
っ
ぽ
）

を
運
営
す
る
山
村
学
園
短
期
大
学
、

地
域
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん
と
し
て

活
動
す
る
鳩
山
町
青
少
年
相
談
員
協

　
11
月
19
日
、親
子
の
ふ
れ
あ
い
や
、

子
育
て
関
係
団
体
の
交
流
を
目
的

に「
第
10
回
鳩
山
町
子
育
て
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」が
町
立
鳩
山
幼
稚
園
で

開
催
さ
れ
、親
子
連
れ
な
ど
５
６
７

人
が
多
彩
な
催
し
を
楽
し
み
ま
し

た
。

　
主
催
し
た「
は
と
や
ま
子
育
て

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
く
る
っ
く
ー
」（
事

務
局
：
役
場
健
康
福
祉
課
）の
丞じ

ょ
う
む
ら村

知
美
会
長
は
、「
前
回
よ
り
協
力
い

た
だ
け
る
方
々
が
増
え
、大
き
な
イ

ベ
ン
ト
に
成
長
し
て
い
ま
す
。当
日

は
、普
段
幼
稚
園
に
出
入
り
し
な
い

方
々
と
の
交
流
や
、卒
園
後
の
新
た

恒例となった「お手紙風船」。参加者が
それぞれの思いを込めて書いたメッ
セージ付きの約200個の風船は、歓声
とともに舞い上がりました（写真①）。
ホールではキッズダンスや子どもた
ちのバレエ（写真②）、「ほっほさん」
のマジックなどを楽しみました。今年
は幼稚園PTAバザー（写真③）やトー
ルペイントなどのほかに「宇宙ワーク
ショップ」（写真④）を初開催。親子で
ものづくりなどを楽しみました。

プラザ前の広場がオープンカフェとなった
一日。来場者は、温かい豚汁やお茶などを手
に、キッズダンス、民謡、童謡などのミニコ
ンサートを楽しみました（写真①）。また、町
のイメージキャラクター「はーとん」の登
場（写真②）や、パンや手作り小物などの模
擬店、ゲームコーナーなどもあり、子どもや
高齢者、障がい者など、多くの人が交流した
イベントとなりました。

ウキウキクリスマス会には、町内の児童約30
人が参加。当日は、ビンゴやお絵かきゲームな
どで遊んだ後、たくさんのお菓子を使って思
い思いの「お菓子の家」を作りました（写真右）。
そして最後にみんなで楽しく「お菓子の家」を
食べました。イベント終了時には、当日の記念
写真を子どもたちにプレゼント。会場は甘い
匂いと笑顔で包まれていました。

第10回子育て
フェスティバル

ニュータウンふくしプラザ
第4回クリスマス＆
オープンカフェ

ウキウキクリスマス会
～お菓子の家づくり～

　
12
月
11
日
、ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
で「
第
４
回
ク
リ
ス
マ
ス

＆
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
」が
開
催
さ
れ
、

会
場
は
多
く
の
方
々
で
に
ぎ
わ
い
ま

し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
・
運
営
し
た「
ふ

く
し
プ
ラ
ザ
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員

会
」は
、同
プ
ラ
ザ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
で
す
。松
山
茂
喜
実
行
委
員

長
は
、「
今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
々

に
協
力
い
た
だ
き
盛
大
に
開
催
で
き

ま
し
た
。こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
の
出
会

い
を
き
っ
か
け
に
、た
く
さ
ん
の
方

が
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
く
し
プ
ラ
ザ
に

気
軽
に
足
を
運
ん
で
く
れ
る
と
う
れ

し
い
で
す
ね
」と
、多
く
の
方
が
ふ
く

し
プ
ラ
ザ
で
交
流
し
、笑
顔
に
な
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、１
月
20
日（
金
）午
前
10
時

か
ら
、同
プ
ラ
ザ
で「
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ふ
く
し
プ
ラ
ザ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

説
明
会
」が
行
わ
れ
ま
す
。詳
細
は
９

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
　
　
◆
　
　
◆
　
　
◆

　
オ
ー
プ
ン
カ
フ
ェ
が
行
わ
れ
た

日
、ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
鳩
山
町

青
少
年
相
談
員
協
議
会（
事
務
局
：

役
場
健
康
福
祉
課
）主
催
に
よ
る「
ウ

キ
ウ
キ
ク
リ
ス
マ
ス
会
～
お
菓
子
の

家
づ
く
り
」も
同
時
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
、居
場
所

づ
く
り
な
ど
を
目
的
に
活
動
す
る
相

談
員
は
、「
毎
月
実
施
し
て
い
る〝
ウ

キ
ウ
キ
サ
ン
デ
ー
〟に
も
ぜ
ひ
遊
び

に
来
て
」と
子
ど
も
た
ち
に
呼
び
か

け
て
い
ま
し
た
。

「第４回クリスマス＆オープンカフェ」のスタッフの皆さん
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流行するインフルエンザやノロウイルスを　手洗い、うがい等で予防しましょう

健 生康 活

1月中旬～2月上旬
●ニュータウンふくしプラザ保健師相談会
　町の保健師が、血圧測定や健康に関する相談
を行います。
日時　1 月 16 日（月）  午前 10 時～ 11 時 30 分
場所　ニュータウンふくしプラザ
問合せ　町健康福祉課☎ 296 － 1241

健康『相談室』

参加者
募 集

保健推進協力委員主催 料理教室
「健康力アップ！する
	 	 鍋料理とデザート」
　冬の定番の鍋料理ですが、食材の組み合わせや調
理法などのひと工夫で健康力アップ！の鍋料理にな
ります。その秘

ひ け つ

訣を管理栄養士が「おすすめ鍋料理」
としてお伝えします。さらにおいしいデザートも一
緒に味わい、こころもハッピーになりましょう。

▼日時　２月 21 日（火） 午前 10 時～午後１時

▼場所　町保健センター２階

▼講師　町管理栄養士

▼内容　ミニ講座と調理実習

▼参加費　300 円（当日集金）
▼定員　25 人（定員を超えた場合は抽選）

▼持ち物　エプロン、三角巾（てぬぐい・スカーフで
も可）、手拭きタオル、室内用上履き、筆記用具

▼ 申込・問合せ　２月３日（金）までに町保健セン
ターへ。TEL296－2530、FAX296－2832

平成 28 年度こころの健康フェスティバル
「睡眠と健康」

　うつ病などの精神疾患や、ストレスの影響からく
る関連障がいを予防するため、ストレスマネジメン
トについて学んでみませんか。

▼日時　２月４日（土） 午後１時 30 分～４時（午後
１時開場）

▼場所　毛呂山町東公民館（毛呂山町川角 298-1）

▼定員　100 人（申込順）

▼内容　太鼓集団「響
ひびき

」ステージ、講演「睡眠と健康」
（埼玉医科大学　太田敏男教授）

▼申込・問合せ　坂戸保健所☎ 283－7815

広報はとやま2017.1月号 広報はとやま2017.1月号

健康レポート

「はとやまＡＫＢ測定 2016」で体力をチェックしませんか

健康長寿を目指して

　身体機能バランスに重要な、Ａ（歩く力）、Ｋ（筋
力）、Ｂ（バランス能力）を計測し、自分自身の体力
の状況を知ってみませんか。
　当日は、測定データをもとにした、専門家による
個別相談もあります。
対象：町内在住で 20 歳以上の方
日時：１月 25 日（水） ①午後１時～３時　②午後

■正しい手洗い                          　　　　　　     
石けんで丁寧に洗い、流水ですすぎます。乾燥させる
ときはタオルを共用しないのがポイントです。
■うがいの徹底                          　　　　　　     
外出時や帰宅時に、うがい薬を使ったうがいを徹底
しましょう。
■インフルエンザの予防対策         　　　　　　         
早めの予防接種と、感染拡大を防ぐためのマスクを

３時～５時　※①②のどちらかにお申し込みくだ
さい。（集合時間等の詳細は参加者に別途連絡）

場所：大東文化大学　９号館・10 号館（集合場所：
町保健センター駐車場。庁用バスで移動）
定員：各 40 人（応募多数の場合は抽選。選外者のみ連絡）

申込・問合せ：１月５日（木）～ 17 日（火）に町
保健センターまで☎ 296－2530、FAX296－2832

着用しましょう。
■ノロウィルスの予防対策            　　　　　　         
①カキやアサリなどの二枚貝の生食は控える。　②
食品はしっかり加熱する。　③調理器具や食器は、
熱湯や塩素系漂白剤で洗浄・消毒する。　④トイレ
は常に清潔を保ち、手の触れるドアノブや便座、蛇口
などは消毒しておく。

▼問合せ　町保健センター☎ 296－2530

はとやま 1 万歩運動レベルアップ講座で
スロージョギングのススメ

こころの健康づくり講演会で
「ストレス一日決算主義」を学ぶ

　11 月 17 日、町民体育館で「はとやま毎日１万歩
運動 レベルアップ講座」（町保健センター主催）
が行われ、講師の福岡大学 スポーツ科学部の田中
宏暁教授から、“ ニコニコペース ” の「スロージョ
ギング」「スローステップ運動」の効果と実践につ
いてお話しいただきました。
　講座では、例えば１分間ゆっくり走り、30 秒休
むサイクルを繰り返せば、無理することなく１時
間続けられる、といった提案もありました。皆さん
も自分の体力に合ったペースでゆっくり走る「ス
ロージョギング」を始めてみませんか。

　11 月 13 日、町文化会館で「こころの健康づくり
講演会」（町保健センター主催）が行われ、講師の
横浜労災病院 勤労者メンタルヘルスセンター長 
山本晴義氏から、ストレスをためない・ストレス
から逃げない・ストレスを先送りしない３原則の

「ストレス一日決算主義」が紹介されました。
　山本氏が行っている “ 勤労者こころのメール
相談（無料）” は、mental-tel@yakohamah.johas.
go.jp から利用可能です。一人で悩まず、まずは相
談してみてはいかがでしょうか。

ス
ロ
ー
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
よ
る
消
費
カ

ロ
リ
ー
は
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
２
倍
に

な
る
そ
う
で
す
。

ス
ト
レ
ス
解
消
法
が
飲
酒
だ
け
に
な

ら
な
い
よ
う
、「
酒
休
２
日
」の
ア
ド

バ
イ
ス
も
あ
り
ま
し
た
。

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン

対
象
者
の
皆
さ
ん

受
診
は
お
済
み
で
す
か

　「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
入
っ
た
が
ん

検
診
の
総
合
支
援
事
業
」で
は
、特
定
の

年
齢
の
方
に
対
し
、が
ん
検
診
を
無
料

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
ク
ー
ポ
ン
券

と
、新
た
に
対
象
と
な
る
方
へ
検
診
手

帳
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
町
で
は
、今
年
度
対
象
と
な
る
生
年

月
日（
左
表
参
照
）の
方
へ
、昨
年
６
月

初
旬
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
し

平
成
28
年
度
対
象
者
の
皆
さ
ん

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種
は

も
う
お
済
み
で
す
か

た
。ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、こ

の
機
会
に
受
診
し
、ご
自
身
の
健
康
管

理
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、昭
和
50
年
４
月
２
日
～
昭
和

51
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
は
、子

宮
頸け

い

が
ん
・
乳
が
ん
の
両
方
が
健
診
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ク
ー
ポ
ン
券
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
再

発
行
で
き
ま
す
の
で
、保
健
セ
ン
タ
ー

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
肺
炎
は
季
節
を
問
わ
ず
か
か
る
可
能

性
が
あ
る
病
気
で
す
が
、風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
が
き
っ
か
け
に
な
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。冬
は
体
調
を
崩
し
や
す

い
季
節
で
す
の
で
、予
防
接
種
を
受
け

て
、肺
炎
予
防
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

の
費
用
の
一
部
を
公
費
助
成
し
て
い
ま

す
。対
象
者
や
接
種
方
法
な
ど
の
詳
細

は
、町
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
２
９
６

－

２
５
３
０

子宮頸がん

平成７年４月２日～平成８年４月１日生
平成２年４月２日～平成３年４月１日生
昭和60年４月２日～昭和61年４月１日生
昭和55年４月２日～昭和56年４月１日生
昭和50年４月２日～昭和51年４月１日生

乳がん検診

昭和50年４月２日～昭和51年４月１日生
昭和45年４月２日～昭和46年４月１日生
昭和40年４月２日～昭和41年４月１日生
昭和35年４月２日～昭和36年４月１日生
昭和30年４月２日～昭和31年４月１日生

※�いずれも過去５年間に、鳩山町の実施する上記検診を一度も
受診していない女性。

子宮頸
けい

がん・乳がん検診無料クーポン券対象者

13 12



ごみ・資源収集カレンダー

日 月 火 水 木 金 土
1/10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 2/1 2 3 4

5 6 7 8 9 10

…ごみ収集日　A…亀井・今宿地区　B…ニュータウン地区
…可燃物 …不燃物・有害ごみ …紙・布類 …ペット

…びん・かん類 …その他容器包装プラスチック類
可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

可

不

不

不

不

不

不

資紙 資ペ

資ペ

資ペ

資ペ

資紙

資紙資プ

資紙

資紙資プ

資ペ

資ペ

資び

資び

資び

資び

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

資プ

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

AA

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

B
B

B

B

B B

B

B

B

B

B

BB

B

B

B

B

B

B

B

ボトル

日程 医療機関 診療科目 電話番号
1 日（祝） 小川赤十字病院（小

川町） 内科、外科 0493－72－2333

2 日（振替）平成の森　川島病
院（川島町） 内科 049－297－2811

3 日（火） 小川赤十字病院（小
川町） 内科、外科 0493－72－2333

8 日（日） 埼玉成恵会病院（東
松山市）

内科、外科、整
形外科 0493－23－1221

9 日（祝） ほしこどもおとなク
リニック（東松山市）

小児科、内科、
アレルギー科 0493－24－0753

15 日（日）上野診療所（川島
町） 内科、循環器科 049－297－6633

22 日（日）宏仁会小川病院（小
川町） 内科 0493－73－2750

29 日（日）上野医院（滑川町） 内科、外科 0493－56－2508

1 月の休日当番医

※ダイヤル回線、IP 電話、ひかり電話の場合

※診療時間　午前 9時～午後 5時

電話番号 受付時間
休日や夜間の急病相談

小児救急
電話相談

＃ 8000
※ 048－833－7911

（月～土） 午後７時～
翌朝７時、（日・祝日・
年末年始）午前９時～
翌朝７時

おとなの
救急電話相談

＃ 7000
※ 048－824－4199

（月～土）午後６時 30
分～ 10 時 30 分まで　

（日・祝・ＧＷ・年末
年始）午前９時～午後
10 時 30 分

平日夜間時のお子さんの急病・けがなど

比企地区
こども夜間
救急センター

0493－22－2822
【受付】月～金の午後７
時 30 分～ 10 時　【診
察】月～金の午後８時
から

場所：東松山医師会病院内（東松山市神明町 1－15－10）

※指定前は平成 28 年６月 30 日
時点、指定後は平成 28 年 11 月１
日時点。　※町内の設置率は平成
28 年 11 月１日現在で 70. ４％

モデル地区の設置率
地区 指定前 指定後
鳩山
団地 34.5％ 83.0％

大橋 62.8％ 72.9％

広報はとやま2017.1月号 広報はとやま2017.1月号

暮らし
Life Information

情報の

就
　
労

防
　
災

　
公
務
員
の
仕
事
の
意
義
や
魅
力
が

分
か
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま

す
。こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
は
じ
め

る
方
、公
務
員
を
目
指
し
て
い
る
方
、

民
間
企
業
と
公
務
員
で
迷
っ
て
い
る

方
な
ど
、多
く
の
方
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
　
２
月
10
日（
金
） 

午
後
１

時
～
４
時（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

▼
場
所
　
さ
い
た
ま
市
民
会
館
お
お

み
や 

大
ホ
ー
ル（
Ｊ
Ｒ
大
宮
駅
東
口

徒
歩
15
分
）

▼
内
容
　
現
役
市
町
村
職
員
に
よ

る
講
演
、若
手
職
員
に
よ
る
ト
ー
ク

ラ
イ
ブ
、若
手
職
員
と
の
個
別
相
談

コ
ー
ナ
ー

▼
定
員
　
１
３
０
０
人（
先
着
順
）

▼
費
用
　
無
料（
事
前
申
込
不
要
）

▼
問
合
せ
　
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ

く
り
広
域
連
合 

人
材
開
発
部 

市
町

村
職
員
担
当
☎
０
４
８

－

６
６
４

－

６
６
８
１
　
※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ「SA
ITA

M
A

市
町
村
職
員
採
用

ナ
ビ
」を
検
索
し
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
職
種
　
①
防
衛
大
学
校
一
般
後
期
　

②
自
衛
官
候
補
生
男
子

▼
試
験
日
　
①
２
月
18
日（
土
）　

②
２
月
24
日（
金
）ま
た
は
25
日

（
土
）

　
入
場
料
無
料
、予
約
不
要
、入
退
場

自
由
で
採
用
担
当
者
と
直
接
話
し
が

で
き
ま
す
。来
場
者
全
員
に「
参
加
企

業
一
覧
」を
配
布
し
ま
す
。

▼
対
象
　
平
成
29
年
３
月
に
大
学
・

短
大
・
専
門
学
校
卒
業
見
込
の
方
、

３
年
以
内
の
既
卒
者
の
方

▼
日
時
　
１
月
27
日（
金
）午
後
１
時

～
４
時（
受
付
は
正
午
～
午
後
３
時

30
分
）

▼
場
所
　
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ

ル
４
階
市
民
ホ
ー
ル

▼
持
ち
物
　
履
歴
書
複
数
枚

▼
参
加
企
業
　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

w
w

w
.kotaikyou-saitam

a.
ne.jp/

）に
１
月
中
旬
頃
に
掲
載

▼
問
合
せ
　
埼
玉
県
雇
用
対
策
協
議

会
☎
０
４
８

－

６
４
７

－

４
１
８
５

▼
応
募
資
格
　
①
高
校
卒（
見
込
み

含
む
）
～
21
歳
未
満
の
方
　
②
18

歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子
　
※
平

成
29
年
４
月
１
日
現
在
の
年
齢

▼
受
付
期
間
　
①
１
月
21
日（
土
）

～
27
日（
金
）　
②
２
月
21
日（
火
）

ま
で

▼
問
合
せ
　
防
衛
省
自
衛
隊
埼
玉

地
方
協
力
本
部 

入
間
地
域
事
務
所

☎
０
４

－

２
９
２
３

－

４
６
９
１

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員

採
用
情
報
フ
ォ
ー
ラ
ム

２
０
１
７

自
衛
官
等
採
用
試
験

埼
玉
県
地
震
対
策
セ
ミ
ナ
ー

求
人
企
業
合
同
面
接
会

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
ょ
う

▼
職
種
　
消
防
職

▼
採
用
予
定
人
数
　
若
干
名

▼
試
験
日
　
１
月
15
日（
日
）

▼
応
募
資
格
　
平
成
３
年
４
月
２
日

～
平
成
11
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

で
、大
学
、短
期
大
学（
同
等
の
学
歴

を
含
む
）及
び
高
等
学
校
を
卒
業
ま

た
は
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒

業
見
込
み
の
方

▼
受
付
期
間
　
１
月
４
日（
水
）
～

10
日（
火
）　
午
前
９
時
～
正
午
、午

後
１
時
～
５
時（
平
日
の
み
）

※
申
込
書
等
は
12
月
28
日（
水
）か

ら
西
入
間
広
域
消
防
組
合
で
配
布

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。）

▼
申
込
・
問
合
せ
　
西
入
間
広
域

消
防
組
合 
総
務
課
☎
２
９
５

－

０
１
４
７

平
成
28
年
度

西
入
間
広
域
消
防
組
合

職
員
採
用
試
験

西
入
間
広
域
消
防
組
合

普
通
救
命
講
習
会

▼
日
時
　
２
月
19
日（
日
） 

午
前
９

時
～
正
午

▼
場
所
　
西
入
間
広
域
消
防
組
合 

消
防
署（
毛
呂
山
町
）

▼
費
用
　
２
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

▼
定
員（
先
着
順
）　
20
人

▼
申
込
　
１
月
１
日（
祝
）
～
31
日

（
火
）ま
で
に
、消
防
署
ま
た
は
各
分

署
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。※
講
習

終
了
後
、修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
西
入
間
広
域
消
防
組
合

消
防
署
☎
２
９
５

－

０
１
１
９

鳩
山
分
署
☎
２
９
６

－

０
１
１
９

越
生
分
署
☎
２
９
２

－

４
１
１
９

▼
日
時
　
２
月
９
日（
木
） 

午
後
１

時
30
分
～
４
時（
開
場
は
午
後
０
時

事
前
申
込
不
要
。当
日
先
着
順
）

▼
問
合
せ
　
埼
玉
県
地
震
対
策
セ

ミ
ナ
ー
実
行
委
員
会
事
務
局（
県
危

機
管
理
課
）☎
０
４
８

－

８
３
０

－

８
１
４
１

町職員（専門職）募集

募集職種　文化財保護専門職（学芸員）
募集人員　１人
応募資格　次のいずれにも該当する方　①昭
和 42 年４月２日以降に生まれた方　②埋蔵
文化財発掘調査・整理・報告書執筆等の実務
経験を有する方　③学芸員の資格を有する方
採用予定日　平成 29 年４月１日
試験日（予定）　【１次試験】平成 29 年１月 24
日（火）　※筆記（論文）試験　【２次試験】平成
29 年２月６日（月）　※口述（面接）試験　※
いずれも鳩山町役場で実施
出願書類　【配布】１月４日（水）から鳩山町役
場総務課および東出張所で配布　【提出】１月
４日（水）～ 16 日（月）の期間に、鳩山町役場
総務課へ提出　※いずれも土・日、祝日を除
く午前８時 30 分～午後５時
問合せ　役場総務課 職員担当☎ 296－1214

30
分
）

▼
場
所
　
さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル

▼
内
容
　
講
演「
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ（
災
害
医

療
派
遣
チ
ー
ム
）の
活
動
を
通
し
て

考
え
る
震
災
対
策
」「
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
み
な
が
ら
学
べ
る
防

災
」、防
災
関
連
企
業
・
団
体
の
展
示

ブ
ー
ス
、地
震
に
関
す
る
資
料
の
展

示
、建
築
職
員
に
よ
る
無
料
耐
震
診

断
、大
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
団
体
に
よ

る
東
北
復
興
支
援
活
動
の
報
告

▼
定
員
　
１
０
０
０
人（
入
場
無
料
。

　
西
入
間
広
域
消
防
組
合
管
内（
毛

呂
山
町
、鳩
山
町
、越
生
町
）で
は
、平

成
28
年
７
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災

警
報
器
設
置
推
進
モ
デ
ル
地
区
に
、

▼
問
合
せ
　
西
入
間
広
域
消
防
組
合 

鳩
山
分
署
☎
２
９
６

－

０
１
１
９

鳩
山
団
地
・
大
橋
地
区
を
指
定
し
、

設
置
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

年末年始のごみの搬入受け入れ　年末は12月30日（金）まで。
年始は１月４日（水）から。いずれも営業時間内のみ。
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Life Information

多文化共生社会について
講演を行う「にしゃんた」氏

　 Ｊ Ａ Ｘ Ａ 名 誉 教 授
で、小惑星探査機「はや
ぶさ」プロジェクトに
深く関わられ、「宇宙
教育の父」と呼ばれる
的
ま と が わ

川泰
や す の り

宣氏（写真）を講
師にお迎えし、宇宙を
テーマとした公開講座
を開催します。大人も子どもも楽しめるイベントで
す。応募方法など、詳細は広報１月号と同時配布の
チラシをご覧ください。
日時　３月４日（土）　午後１時 30 分～４時（予定）
場所　東京電機大学 埼玉鳩山キャンパス本館
費用　無料
内容　的川先生による講演「はやぶさから Hatoya
mamachi へのメッセージ」、東京電機大学管弦楽団
による演奏会
問合せ　ここから武蔵コンソーシアム事務局（平日
の午前 10 時～午後４時）☎ 298－1219

※「ここから武蔵コンソーシアム」･･･ 正式名称「宇宙・産学官・
地域連携コンソーシアム」。町、近隣の自治体、大学、企業等が連
携し、地域で抱える様々な課題に対する解決策を協議し、それを
実現するための活動を支援し、地域の振興と発展に貢献する事
を目的として平成 28 年 8 月 5 日に設立された組織。

　人権問題について町民みんなで理解を深めよ
うと、12 月３日、町文化会館で「鳩山町人権問題
を考える町民の集い」が開催されました。鳩山中
学校吹奏楽部の演奏によるオープニングの後、町
内の小・中学生４人による人権作文の朗読や、羽
衣国際大学教授 にしゃんた氏による、お互いが
違いを受け入れ変化する「共

と も え

笑」、それを妨げてい
る３つの壁についての講演が行われました。
　参加者は、「小中学生の素直な言葉の人権作文
に感動した」「講演は面白く分かりやすくために
なった。制度・心・言葉の壁をなくすことを心が
けたい」などと話していました。

人権作文を発表した皆さん。左から、佐
さ

澤
ざわ

うらかさん
（鳩山中）、青柳優

ゆ り あ

莉愛さん（今宿小）、秋山晴
はる

香
か

さん（鳩
山小）、栁

やなぎ

館
だて

凰
おう

太
た

さん（亀井小）

ここから武蔵コンソーシアム公開講座
「はやぶさからHatoyama
	 machiへのメッセージ」

鳩山町人権問題を考える
町民の集い

レポート

　
町
で
は
各
ご
家
庭
の
水
道
メ
ー

タ
ー
検
針
に
、委
託
会
社
の
検
針
員

が
２
か
月
に
一
度（
奇
数
月
の
中
旬

頃
）お
伺
い
し
ま
す
。正
確
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
検
針
が
で
き
ま
す
よ
う
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
周
囲
や

ボ
ッ
ク
ス
内
は
い
つ
も
き
れ
い
に
し

て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

◆
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
は
荷

物
な
ど
を
置
か
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
。車
両
が
あ
る
と
き
に
は
、お

客
様
ご
自
身
で
の
移
動
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
検
針
の
際
に
は
、犬
を
メ
ー
タ
ー

か
ら
離
れ
た
場
所
に
つ
な
い
で
い
た

だ
く
か
、立
ち
会
い
で
の
検
針
を
お

願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

に
養
育
さ
れ
て
い
る
、平
成
10
年
４

月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
乳
幼
児
な

ら
び
に
児
童
・
生
徒

※
給
付
対
象
と
な
る
た
め
に
は
、同
居

世
帯
で
一
定
の
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す（
子
ど
も
１
人
の
場
合
は
２
７
４
万

円
以
下
な
ど
）。詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
給
付
額
　
子
ど
も
１
人
に
つ
き
年

額
10
万
円

▼
給
付
時
期
　
５
月
上
旬

▼
受
付
期
限
　
１
月
末
日（
申
請
書

は
役
場
健
康
福
祉
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
。）

▼
問
合
せ
　
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－

２
９
５
８

◆
家
の
増
改
築
等
で
メ
ー
タ
ー
が
床

下
や
室
内
に
な
る
と
き
は
、検
針
の

で
き
る
位
置
に
移
設
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
合
せ
　
役
場
水
道
課

☎
２
９
６

－

１
２
２
８

　
埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で

は
、県
内
に
在
住
す
る
交
通
遺
児
等

を
対
象
に
援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま

す
。

▼
対
象
　
交
通
事
故
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
い
障
が
い
を
負
っ
た
保
護
者

　
寒
く
な
る
と
水
道
管
の
中
で
も
水

が
凍
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま

す
。朝
、蛇
口
を
ひ
ね
っ
て
も
水
が
出

な
い
と
き
は
、暖
か
く
な
り
氷
が
溶

け
る
の
を
待
つ
か
、急
ぐ
と
き
は
水

道
管
等
に
タ
オ
ル
等
を
か
ぶ
せ
、そ

の
上
か
ら
ぬ
る
ま
湯
を
か
け
て
氷
を

溶
か
す
と
よ
い
で
し
ょ
う
。ま
た
、水

道
管
を
防
寒
材
な
ど
で
覆
っ
た
り
す

る
予
防
策
も
必
要
で
す
。

　
ま
た
、場
合
に
よ
っ
て
は
凍
っ
て

膨
張
し
た
水
で
水
道
管
が
破
裂
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。宅
内
で
の
水
道

管
の
破
裂
や
水
漏
れ
な
ど
を
見
つ
け

た
ら
、落
ち
着
い
て
、鳩
山
町
水
道
事

業
指
定
給
水
装
置
工
事
業
者
へ
修
理

の
依
頼
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
役
場
水
道
課

☎
２
９
６

－

１
２
２
８

３
５
６
１

【
毛
呂
山
・
越
生
・
鳩
山

公
共
下
水
道
組
合
】

▼
受
付
期
間
　
２
月
１
日（
水
）
～

14
日（
火
）　
午
前
９
時
～
11
時
30

分
、午
後
１
時
～
４
時
　
※
土
･
日
、

祝
日
は
除
く

▼
業
種
　
①
建
設
工
事
、②
設
計
・

調
査
・
測
量
、③
物
品
・
そ
の
他

※
業
種
別
に
指
定
さ
れ
た
色（
①
黄

色
、②
緑
色
、③
灰
色
）の
個
別
フ
ォ

ル
ダ
に
と
じ
て
提
出
。

▼
申
請
方
法
　
持
参
ま
た
は
郵
送

（
必
着
）　
※
申
請
書
類
等
は
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
提
出
先
・
問
合
せ
　
毛
呂
山
・
越

生
・
鳩
山
公
共
下
水
道
組
合 

総
務

担
当
☎
２
９
４

－

９
３
３
３

【
西
入
間
広
域
消
防
組
合
】

▼
受
付
期
間
　
２
月
１
日（
水
）
～

15
日（
水
）　
午
前
９
時
～
11
時
30

分
、午
後
１
時
～
４
時
　
※
土
･
日
、

祝
日
は
除
く

▼
業
種
　
①
建
設
、②
業
務
、③
物

品
・
そ
の
他

※
業
種
別
に
指
定
さ
れ
た
色（
①
青

色
、②
黄
色
、③
緑
色
）の
Ａ
４
フ
ァ

イ
ル
に
と
じ
て
提
出
。

▼
申
請
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不

可
）　
※
申
請
書
類
等
は
窓
口
で
配

布
ま
た
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

▼
提
出
先
・
問
合
せ
　
西
入
間
広

域
消
防
組
合 

総
務
課
☎
２
９
５

－

０
１
４
７（
内
線
２
１
２
）

　
平
成
28
年
中
に
厚
生
年
金
や
国
民

年
金
等
か
ら
年
金
を
受
け
取
ら
れ
た

方
に
、１
月
中
旬
～
下
旬
に『
平
成
28

年
度
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
』

が
日
本
年
金
機
構
か
ら
発
送
さ
れ
ま

す
。

　
源
泉
徴
収
票
は
、平
成
28
年
分
と

し
て
支
払
わ
れ
た
年
金
の
年
金
額

や
、源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
額
等

を
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。確
定

申
告
を
さ
れ
る
方
は
、申
告
の
際
に

添
付
書
類
等
と
し
て
必
要
に
な
り
ま

す
の
で
、お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら

大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、万
が
一
紛
失
し
て
し
ま
っ

た
場
合
に
は
再
発
行
で
き
ま
す
。詳

細
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
川
越
年
金
事
務
所
☎
２

４
２

－

２
６
５
７
、ね
ん
き
ん
ダ
イ

ヤ
ル
☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６

５

■
出
産
育
児
一
時
金

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
出
産
さ
れ
た
場
合
、42
万
円

が
支
給
さ
れ
ま
す
。妊
娠
12
週（
85

日
）以
降
で
あ
れ
ば
、死
産
や
流
産
で

も
支
給
さ
れ
ま
す
。（
産
科
医
療
補

償
制
度
の
適
用
が
な
い
場
合
は
、支

給
額
は
40
万
４
千
円
と
な
り
ま
す
。）

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
被
保
険
者

証
、印
鑑（
認
印
）、振
込
先
口
座
の
確

認
が
で
き
る
も
の（
通
帳
な
ど
）、領

収
書

■
葬
祭
費

　
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合
、葬
祭
を

行
っ
た
方（
喪
主
）に
対
し
て
葬
祭
費

（
５
万
円
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
被
保
険
者

証
、印
鑑（
認
印
）、振
込
先
口
座
の
確

認
が
で
き
る
も
の（
通
帳
な
ど
）、葬

祭
に
か
か
る
会
葬
礼
状
・
領
収
書
・

請
求
書（
い
ず
れ
か
１
通
原
本
）

▼
問
合
せ
　
役
場
町
民
課 

保
険
年

金
担
当
☎
２
９
６

－

５
８
９
１

【
坂
戸
地
区
衛
生
組
合
】

▼
受
付
期
間
　
２
月
１
日（
水
）
～

28
日（
火
）　 

午
前
９
時
～
11
時
30

分
、午
後
１
時
～
４
時
　
※
土
･
日
、

祝
日
は
除
く

▼
申
請
方
法
　
持
参
の
み（
郵
送
不

可
）　
※
申
請
書
類
等
は
１
月
16
日

（
月
）か
ら
坂
戸
地
区
衛
生
組
合
事
務

所
に
て
配
布

▼
提
出
先
・
問
合
せ
　
坂
戸
地
区

衛
生
組
合 

庶
務
係
☎
２
８
３

－

ご
注
意
く
だ
さ
い

冬
場
の
水
の
使
用
方
法

ご
利
用
く
だ
さ
い

交
通
遺
児
等
援
護
金

平
成
29
・
30
年
度

入
札
参
加
資
格
審
査

申
請
受
付

ご
存
知
で
す
か

出
産
や
葬
祭
に

対
す
る
給
付

水
道
メ
ー
タ
ー
の

検
針
に
ご
協
力
を

公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
票
が
発
行
さ
れ
ま
す

お
知
ら
せ
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1月中旬～2月上旬

暮らしの『相談室』

お
知
ら
せ

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲

従
事
者
養
成
研
修
会

■県の法律相談【要予約】
日時：１月 10 日（火）･24 日（火）、２月 14 日（火）　
午後１時～４時　場所：ウェスタ川越４階（県川
越比企地域振興センター相談室）　問合せ：県民
相談総合センター☎ 048－830－7830

■町民法律相談【要予約】
日時：１月 16 日（月）午前 10 時～正午　場所：役
場３階 301 会議室　問合せ：総務課☎ 296－1214

■行政相談 ･人権相談【要予約】
日時：１月 19 日（木）　午後１時～３時　場所：
町立図書館　問合せ：総務課☎ 296－1214

　
■女性相談【要予約】
日時：１月 10 日（火）、２月 14 日（火）　午後１時
～４時　場所：役場３階 304 会議室　問合せ：総
務課☎ 296－1214

■税のことなんでも相談【要予約】
対象：町内在住・在勤者　日時：１月 10 日（火）　
午前 10 時～正午　場所：役場１階相談室　申込・
問合せ：１月６日（金）までに税務課へ☎ 296－
5892（閉庁日を除く）

■夜間納税相談（納付もできます）
日時：１月 24 日（火） 午後５時 15 分～７時 30 分　
場所・問合せ：税務課☎ 296－5892

■障がい者・障がい児の無料出張相談会
日時：１月 25 日（水）　午前 10 時～正午　場所：
役場３階 306 会議室　問合せ：入間西障害者相談
支援センター●身体・知的障がいに関すること☎
283－4700（FAX 共）●精神障がいに関すること
☎ 283－4755（FAX 共） 

■精神保健福祉コミュニティサロン
対象：町内在住の精神障がいのある方とその家族、
支援者など　日時：１月 26 日（木）　午後１時 30
分～午後４時　場所：町ふれあいセンター 304 会
議室　問合せ：健康福祉課☎ 296－1241

■消費生活相談
日時：１月 12 日（木）・19 日（木）・26 日（木）・２
月２日（木）・９日（木）　午前 10 時～正午、午後
１時～３時　場所 ･問合せ：産業振興課☎ 296－
5895

■生涯学習相談
日時：毎週水曜日（祝日を除く）　午後１時～４時　
場所 ･問合せ：生涯学習課☎ 296－1263

■その他相談
日時：平日（月～金曜日）　午前８時 30 分～午後
５時　場所 ･問合せ：総務課☎ 296－1214

　
食
品
ロ
ス
と
は
、「
賞
味
期
限
が

切
れ
た
」「
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
で
食

べ
ら
れ
な
い
」な
ど
、ま
だ
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
っ
た
食
品

の
こ
と
で
す
。国
の
発
表
で
は
、年
間

約
６
３
２
万
ト
ン
、１
人
１
日
お
茶

碗
約
１
杯
分
の
食
べ
物
が
捨
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
県
で
は
食
品
ロ
ス
を
減
ら
そ
う
と

「
食
べ
き
りSaiTaM

a

大
作
戦
」を

展
開
し
て
い
ま
す
。み
ん
な
で
食
品

ロ
ス
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
立
図
書
館
で
、保
存
期
限
の
過

ぎ
た
雑
誌
を
町
民
の
方
を
対
象
に
、

無
償
で
差
し
上
げ
ま
す
。

※
雑
誌
を
持
ち
帰
る
袋
な
ど
は
、各

自
で
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
１
月
21
日（
土
）
～
29
日

（
日
）の
開
館
時
間
内

▼
場
所
　
町
立
図
書
館
２
階
廊
下

▼
問
合
せ
　
町
立
図
書
館

☎
２
９
６

－

５
６
６
０

▼
問
合
せ
　
県
資
源
循
環
推
進
課

☎
０
４
８

－

８
３
０

－
３
１
１
０

　
関
心
が
あ
る
方
は
、ど
な
た
で
も

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
２
月
９
日（
木
） 

午
後
１

時
～
５
時 

▼
場
所
　
今
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 

集
会
ホ
ー
ル

▼
内
容
　
県
内
の
被
害
対
策
、生
物

多
様
性
保
全
と
ア
ラ
イ
グ
マ

▼
主
催
・
問
合
せ
　
埼
玉
県
生
態
系

保
護
協
会
東
松
山
・
鳩
山
・
滑
川
支

部
☎
０
４
９
３

－

３
５

－

３
２
６
５

食
品
ロ
ス
を

ご
存
知
で
す
か
？

雑
誌
リ
サ
イ
ク
ル
を

実
施
し
ま
す

　「
臨
時
福
祉
給
付
金
」「
障
害
・
遺

族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
の
給
付

金
」を
受
け
取
る
に
は
、２
月
１
日

（
水
）ま
で
に
申
請
が
必
要
で
す
。

　
期
限
ま
で
に
申
請
さ
れ
な
い
場
合

は
、給
付
を
辞
退
し
た
こ
と
に
な
り
、

給
付
金
を
支
給
で
き
な
く
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
種
別
・
対
象
　【
①
平
成
28
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
】平
成
28
年
度
分

の
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
方

（
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方
の

扶
養
親
族
、生
活
保
護
の
受
給
者
は

対
象
外
）【
②
障
害
・
遺
族
基
礎
年

金
受
給
者
向
け
の
給
付
金
】前
記「
臨

時
福
祉
給
付
金
」の
対
象
者
の
う
ち
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金
等

を
受
給
さ
れ
て
い
る
方
。（
７
月
ま

で
に
申
請
を
受
け
付
け
た「
高
齢
者

向
け
給
付
金
」の
受
給
者
は
対
象
外
）

▼
支
給
額
　
①
一
人
当
た
り
３
千
円

②
一
人
当
た
り
３
万
円

▼
申
請
先
　
役
場
健
康
福
祉
課
ま
た

は
役
場
東
出
張
所

▼
問
合
せ
　
役
場
健
康
福
祉
課 

地

域
福
祉
担
当
☎
２
９
６

－

１
２
４
１

　11 月 25 日、西入間警察署や今宿小学校関
係者らが集まり、同小学校前の交差点で信
号機の点灯式が行われました。
　同地点には、これまで県道岩殿・岩井線を
横断する押しボタン式信号機が設置されて
いましたが、交通量の多い同線へ車両が進
入・横断する際は、危険な状態となっていま
した。平成 22 年度以降、今宿地区及び今宿
小学校ＰＴＡから要望されていた定周期式
信号機への改修が実現し、列席者らは「交通
事故防止につながるため、安心した」と喜び
の表情を見せていました。

今宿小学校前に定周期式
信号機が設置されました

レポート
臨
時
福
祉
給
付
金
の

申
請
は
お
済
で
す
か

２
種
類
の
給
付
金

申
請
は
２
月
１
日
ま
で

「第２次鳩山町ひとり親家庭等支援計画
（素案）」への意見募集を行います

パブリック
コメント

　町では、平成 24 年３月に策定した「鳩山町ひと
り親家庭等支援計画」の計画期間である５年が終
了することから、第２次計画を検討してきました。
　計画の内容は、鳩山町子ども・子育て会議及び
鳩山町次世代育成支援対策地域協議会の合同会議
で検討し、このたび「第２次鳩山町ひとり親家庭等
支援計画（素案）」を作成しました。
　この計画の策定にあたり、町民の皆さんのご意
見等を計画に反映させるため、計画素案に関する
ご意見等を募集します。

▼意見募集期間　１月 16 日（月）～２月 16 日（木）

▼意見の提出方法　ご意見等を文書にまとめ、直
接持参、郵送、ＦＡＸまたはＥメールでご提出くだ

◆  Style：食品ロスをできるだけ出さないライ
フスタイルを実践する「食べきりスタイル」

◆  Time：食べ残しの多い宴会で締めの前 15 分
間で残った食事を食べきる「食べきりタイム」

◆  Menu：外食店舗での小盛りの設定や食材
使い切りレシピなどで食品ロスを減らす「食
べきりメニュー」

「食べきりＳａｉＴａＭａ大作戦」

さい。様式は自由ですが、住所、名前、電話番号は必
ず記載してください（郵送の場合は、期間内必着と
なります）。
　ご意見と、それに対する町の考え方などは、後
日、各閲覧先での閲覧および町ホームページに掲
載します。なお、ご意見に対する個別の回答はいた
しませんのでご了承ください。

▼閲覧・貸出先　役場健康福祉課（庁舎１階）、役
場東出張所、町立図書館、町ホームページ

▼提出先・問合せ　役場健康福祉課
〒 350－0392 鳩山町大字大豆戸 184－16
☎ 296－1241 （直通）　FAX 296－3390
E メール h140@town.hatoyama.lg.jp
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学ぶ

広報はとやま2017.1月号 広報はとやま2017.1月号

対象　町内在住・在勤者
日時　２月 24 日（金）　※小雨決行
集合出発　中央公民館 : 午前８時
ＮＴファミリーマート駐車場 :８時 10 分
場所　楽

ら く さ ん え ん

山園方面（群馬県甘
か ん ら ま ち

楽町）
行程　道の駅 甘楽～紅葉山公園～甘楽総合公園～楽山園
～中小路～道の駅 甘楽。（歩行距離 : 約７キロ・約４時間半。
休憩等含む）　※時間により「こんにゃくパーク」に寄ります。
定員　27人（定員を超えた場合は抽選）
費用　1,200 円（入園料含む）
申込　１月 31 日（火）午後４時までに、はがきもしくは電
子申請にて、住所・氏名・年齢・電話番号・乗車場所を記載し、
中央公民館へお申し込みください。
※ペア（二人組）抽選を希望する方は、２名分を同様に記
載してください。
問合せ　町中央公民館☎296－2774（鳩山町赤沼1715－1）

　この大会は西入間剣道選手権大会出場
への予選会を兼ねていますので、ふるっ
てご参加ください。
対象　町内在住者
日時　１月 22 日（日）　午前９時 30 分から
会場　町民体育館剣道場
主催　鳩山剣友会（鳩山町体育協会後援）
表彰　各クラスの優勝・準優勝・第三位に賞状と賞品、参
加者全員に参加賞を贈呈
申込・問合せ　１月 19 日（木）までに住所・氏名・学年・
電話番号を大会役員　武田 悟まで☎296－2088（当日参
加も可）

▲号砲で一斉にダッシュ
　（第１部スタート）

▲タスキをつなぐ中継所
　（第２部・第４中継所）

第34回鳩山駅伝大会

　道具を使わず、手軽に誰でもできる小
物づくりを通して、地域の方々と交流し
てみませんか。
日時　１月 31 日（火） 午前 10 時 30 分～正午
定員　15 人
費用　500 円（材料代）
内容　コアラ、ダックスフンド、イカの小物作り
申込　１月 10 日（火）より下記まで
場所・問合せ　ニュータウンふくしプラザ（松ヶ丘1－2－4）
☎290－5469（午前10時～午後５時。祝日・年末年始除く）

児童虐待防止策を、児童福祉の観点から学んでみませんか。
日時　１月 30 日（月） 午後２時～３時
場所　鳩山町役場 ３階 305・306 会議室
内容　「どこからが虐待か？何が育児不安を起こすのか？～
子育てを巡る２つのアンケート調査結果から考える～」
講師　山村学園短期大学 保育学科准教授 橋本淳一氏
定員　40 人（申込順）
申込・問合せ　1 月 27 日（金）までに町健康福祉課（☎
296－1241、FAX296－3390）へ。

　11 月 27 日、町内外から 65 チームが参加し、第 34 回鳩山駅
伝大会が開催されました。各部の表彰結果は、以下のとおりです。

【第１部 一般の部（参加：30 チーム）】第１位：坂戸西Ａ（41
分 20 秒）、第２位：彩 tama 陸上（43 分 06 秒）、第３位：鳩
山高校 選抜（44 分 29 秒）

【第１部 女子の部（参加：6 チーム）】第１位：山村国際高等学
校（47 分 17 秒）、第２位：松山北中（54 分 07 秒）、第３位：
坂戸西高（54 分 45 秒）

【第２部 少年の部（参加：21チーム）】第１位：川島ライオン
ズＭ（35 分 08 秒）、第２位：東松山陸上スポ少Ｂ（36 分 07 秒）、
第３位：東松山陸上スポ少Ａ（36 分 08 秒）

【第２部 一般の部（参加：8 チーム）】第１位：東松山陸上スポ
少 父母会＆コーチ（32 分 49 秒）、第２位：東松山陸友会（35
分 14 秒）、第３位：鳩中陸上部ＯＢ・ＯＧ（35 分 53 秒）

1 月の公民館・図書館休館日
【公民館】1 月 1 日（祝）～ 3 日（火）
 9 日（祝）・10 日（火）・16 日（月）・
 23 日（月）・30 日（月）

【図書館】1 月 1 日（祝）～ 3 日（火）
 9 日（祝）・10 日（火）・16 日（月）・
 23 日（月）・30 日（月）・31 日（火）

冬のハイキング

鳩山町少年剣道大会

革で作る動物小物

鳩山町児童虐待を考える講演会

体験

運動

運動

余暇よか
　　Days

趣味や学びの情報便

　子どもの学ぶ力や生きる力などを育てるた
めに行われている、町と東京電機大学・山村
学園短期大学との連携事業「子ども大学はとや
ま」の第６回「色々な光るを体験しよう」が、11
月 19 日、東京電機大学鳩山キャンパスで行わ
れました。講義では、物に様々な光を当てると、
普通は見られない性質が分かるようになるこ
とを学びました。特に、ブラックライトを当てる
と、身の回りのものの中には光って見える物が
あり、その理由などを教えていただきました。
　講義後、修了証書授与式が行われ、柏﨑学長
が一人ひとりに修了証書を手渡しました。

全６回で 学ぶ力と生きる力を育てる
第４期「子ども大学はとやま」が

修了式を迎えました

レポート

レポート

対象：町内在住・在勤者　日時：１月 12 日
（木） 午後１時 15 分～４時 15 分（入退室自由）　
場所：町中央公民館　１階ロビー（費用無料）
受付：当日、会場へ直接お越しください。（予
約不要）※パソコンの持ち込み、スマホ・タ
ブレットの相談も可。
問合せ：町中央公民館☎ 296－2774

パソコン相談会
（1月分）学ぶ

『地下鉄のザジ』（93 分）
日時　１月８日（日）
　　　午後２時から
内容　初めてパリにやって来たザジ
のお目当ては地下鉄に乗ること！と

ころが地下鉄はあいにくストで動かない。ガブリエ
ル叔父さんは、かわりにザジをパリ観光に連れ出し
たものの、そのおてんばぶりに手を焼く始末。パリ
を舞台にイタズラ少女ザジの大冒険を描くコメディ。

『殯（もがり）の森』（97 分）
日時　２月12 日（日）
　　　午後２時から
内容　奈良の山間にあるグループ
ホームで、亡き妻の思い出ととも

に静かに暮らすしげき。介護福祉士の真千子もま
た、不慮の事故で子どもを亡くした喪失感を抱えて
いた。少しずつ打ち解け合う２人は、ある日、しげ
きの妻が眠る森に墓参りに出かける。

場所
町立図書館・視聴覚室

シネマ
ホール

耳より情報

小学生～高校生のための春休み海外研修
対象：小学３年生～高校３年生　日程：３月 25 日

（土）～４月５日（水） ９～ 11日間　※コースにより
異なります　場所：英国、豪州、カナダ、ニュージー
ランド、フィジー、カンボジア、ネパール　参加費：
31 万 8 千円～ 47 万 8 千円（１月 25 日までの申し
込みは早割で１万円割引）　内容：ホームステイ、学
校体験、地域見学など　申込・問合せ：２月３日（金）
までに公益財団法人 国際青少年研修会☎03－6417
－9721（E メール：info@kskk.or.jp）まで

荒川の昔の写真を探しています
荒川上流河川事務所では、過去の情景、生活の様子、
子どもの遊び、催事、災害など『荒川（その他支川）
の想い出』の場面を写した写真を募集しています。（荒
川に関わりがあれば何でも結構です。）　※写真は、名
前とともに各種資料・ホームページ・展示に使用予定。
募集期間：１月20日（金）まで　応募方法：荒川上
流河川事務所のホームページをご覧ください。　応
募先・問合せ : 国土交通省関東地方整備局 荒川上流
河川事務所 計画課☎ 241－0380
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お
困
り
ご
と
、お
悩
み
ご
と 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

ご
存
知
で
す
か
民
生
委
員
・
児
童
委
員

広報はとやま2017.1月号 広報はとやま2017.1月号

広げる、広がる の福祉 環
手
話
を
覚
え
な
が
ら
、み
ん
な
で
合
唱

し
ま
し
た
。

▼

折
り
紙
を
楽
し
む
参
加
者

多くの出会いを地域福祉の新たな一歩へ
第 21 回ふれあい広場

福祉レポート
　
近
年
、少
子
・
高
齢
化
に
伴
い
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
や
高
齢
者
だ
け
の
世

帯
が
増
え
て
い
ま
す
。一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
は
、自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち

な
た
め
、近
所
と
の
接
点
が
少
な
く
、健

康
や
生
活
な
ど
の
心
配
事
を
相
談
す
る

相
手
が
い
な
い
場
合
が
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、地
域
の

皆
さ
ん
の
様
々
な
相
談
を
お
受
け
し
、

町
健
康
福
祉
課
や
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
、そ
の
他
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、必
要
な
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、避
難
行
動
要
支

援
者
支
援
制
度
に
伴
う
個
別
訪
問
活

動
、「
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」や

「
子
育
て
サ
ロ
ン
」の
開
催
、イ
ベ
ン
ト
・

運
動
へ
の
協
力
活
動
、支
援
訪
問（
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
へ
の
訪
問
相
談
活

動
）な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
誰
に
聞
い
て
よ
い
か
分
か
ら
な
い
」

「
悩
み
が
あ
り
、話
を
聞
い
て
ほ
し
い
」

「
引
っ
越
し
て
き
た
ば
か
り
で
よ
く
分

か
ら
な
い
」な
ど
、一
人
で
悩
ん
で
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
、プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
関
す
る
こ
と
が
他
に
漏
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ご
心
配
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、担
当
地
区
の
民

生
委
員
・
児
童
委
員（
22
ペ
ー
ジ
の
名

簿
を
参
照
）へ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
　
役
場
健
康
福
祉
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
２
９
６

－

１
２
４
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
９
６

－

３
３
９
０

（
右
か
ら
） 

清
水
さ
ん
、杤
原
さ
ん
、志
賀

さ
ん
、矢
野
さ
ん
。

「子育てサロン」では、お母さんたちの情報交
換・交流の場を提供しています。

　「民生委員・児童委員」は、「民生委員法」及び
「児童福祉法」により、厚生労働大臣から委嘱さ
れた非常勤の地方公務員です。給与の支給はな
くボランティアとして活動しています。全国の
市町村で約 23 万人が、皆さんの暮らしを支援
するため、地域住民の立場に立って活動してい
ます。
　すべての「民生委員」は「児童委員」を兼ね、子
どもに関わる相談支援活動も行います。「主任
児童委員」は、子どもに関する支援活動を重点的
に行います。任期はいずれも３年です。

　社会福祉の発展への功績が認められ、11月 16 日、
さいたま市文化センターで行われた「埼玉県社会福祉
大会」で、杤

とちはら

原紀子さんが知事表彰を、志賀登
のぼる

さん、矢野
幹夫さん、清水友子さんが会長表彰を受賞しました。お
めでとうございました。
※杤原さん、志賀さんは平成 28年 11月 30日で退任

12
月
３
日
、役
場
会
議
室
で
委

員
へ
の
委
嘱
状
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

地域で皆さんの暮らしを支える
民生委員・児童委員

おめでとうございます
埼玉県社会福祉大会で 鳩山町から
４名が知事表彰・会長表彰を受賞

担当地区 氏　　名 性別 住　　所 電話番号

小 用 １ 新
あ ら い

井 恒
つ ね お

夫 男 小用 649 296-0481

小 用 ２ 松
まつもと

本 美
み ち よ

千代 女 小用 178-1 296-0033

大 豆 戸 北 宮
みやざき

﨑 君
き み え

枝 女 大豆戸 222 296-0059

大 豆 戸 南 かたやま

山 徹
て つ お

夫 男 大豆戸 33 215-4834

赤 沼 上 石
い し い

井 忠
ちゅう

治
じ 男 赤沼 1937 296-1371

赤 沼 下 髙
こうやま

山 英
ひ で お

男 男 赤沼 115 296-0122

今 宿 中
なかじま

島 健
け ん じ ろ う

二郎 男 今宿 340 296-0088

石 坂 １ 栁
やなぎ

澤
さわ

 義
よしのぶ

信 男 石坂 655 296-1526

石 坂 ２ 渡
と か し き

嘉敷 百
ゆ り こ

合子 女 石坂 1323 296-1421

鳩 山 団 地 池
い け の

野 とし子
こ 女 赤沼 736-208 296-2719

大 橋 眞
ま し た

下 
せいいち

一 男 大橋 533 296-3668

奥 田 吉
よしざわ

澤 伸
のぶ

枝
え 女 奥田 205 296-0597

須 江 田
た じ ま

嶋 幸
ゆ き え

江 女 須江 106 296-3435

竹 本 三
さいぐさ

枝 きみ子
こ 女 竹本 920 296-2487

泉 井 小
お が わ

川 百
ゆ り こ

合子 女 泉井 109 296-0557

上熊井・高野倉 森
もり

　博
ひろ

美
み 女 熊井 1113 296-3534

下 熊 井 大
お お の

野 茂
しげ

次
じ 男 熊井 61-2 296-0420

松 ケ 丘 一 平
ひらさわ

沢 圭
け い こ

子 女 松ヶ丘 1-10-3 296-5212

松 ケ 丘 ニ 田
た な か

中 慎
しんいち

一 男 松ヶ丘 2-18-15 296-6631

松 ケ 丘 三 大
おおまち

町 茂
しげる 男 松ヶ丘 3-7-11 296-3805

松 ケ 丘 四 西
に し だ

田 美
み ち こ

知子 女 松ヶ丘 4-16-6 296-6122

楓 ケ 丘 一 松
まつなみ

浪 亜
あ や

矢 女 楓ヶ丘 1-11-7 296-1654

楓ケ丘ニ東 松
まつやま

山 みよ子
こ 女 楓ヶ丘 2-23-5 296-1927

楓ケ丘ニ西 平
ひ ら い

井 清
きよし 男 楓ヶ丘 2-30-3 296-2250

楓 ケ 丘 三 大
おおたに

谷 茂
しげ

実
み 女 楓ヶ丘 3-18-14 296-6935

楓 ケ 丘 四 宮
み や た

田 道
み ち こ

子 女 楓ヶ丘 4-6-13 296-0358

鳩ケ丘一北 山
やまわき

脇 悦
え つ こ

子 女 鳩ヶ丘 1-14-5 296-6031

鳩ケ丘一南 矢
や の

野 幹
み き お

夫 男 鳩ヶ丘 1-14-9 296-3880

鳩ケ丘ニ北 藤
とうどう

堂 大
まさよし

義 男 鳩ヶ丘 1-4-15 236-3736

鳩ケ丘ニ南 倉
く ら が の

賀野 生
い く こ

子 女 鳩ヶ丘 2-11-4 296-5846

鳩 ケ 丘 三 吉
き っ か

家 カヨ子
こ 女 鳩ヶ丘 3-7-7 296-4614

鳩 ケ 丘 四 田
た な か

中 千
ち ま り

万里 女 松ヶ丘 3-12-5 296-0270

鳩 ケ 丘 五 笠
かさはら

原 玲
れ い こ

子 女 鳩ヶ丘 1-28-9 296-4045

主任児童委員 清
し み ず

水 友
と も こ

子 女 大豆戸 870 296-1541

主任児童委員 髙
たか

見
み

 みな子
こ 女 鳩ケ丘 5-6-16 296-4824

新しい委員が決まりました
民 生 委 員・ 児 童 委 員（ 主 任 児 童 委 員 ）名 簿

　子どもからお年寄り、障がいのあるなしに関わ
らず、さまざまな立場にある方々が集まり、催し
や体験を通じた交流と情報交換を目的に、町社
会福祉協議会とふれあい広場実行委員会が、11
月 27 日、町中央公民館で「第 21 回ふれあい広場」
を開催しました。
　会場では、ダンスや音楽、手話による歌、童謡
やバンド演奏、吹奏楽のほか、踊

よ う

正太郎さんによ
る津軽三味線などのステージ発表や、模擬店や
フリーマーケット、ゲーム、車椅子・点字体験な
どを通じて、世代や立場を超えて交流する姿が
多く見られました。
　なお、町の福祉に貢献した方々の表彰式も同日
行われ、以下の方々が表彰されました。（順不同）

【表彰状】あゆみ会　【感謝状】さざんか、山びこ
会、鳩山町埋立対策連絡協議会、故 栗原清美さ
ん、つぼみの会、鳩山町商工会女性部

町社会福祉協議会表彰式に出席された皆さん

23 22
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きれいな川を願って
今宿小児童が越辺川にウグイを放流

元鳩山町議会議員の
小
お

鷹
だ か

理
み ち

夫
お

さんが県知事表彰を受賞

　11 月 22 日、身近な川での魚放流体験を通して、
清流を残していくことや魚類の保護と増殖を目指
し、今宿小学校５年生がウグイ約 2,000 匹を越辺川
に放流しました。
　この取り組みは「きれいな川づくり作戦」事業と
して、埼玉西部漁業協同組合の皆さんの協力を得て
行っているもので、毎年、町内の３つの小学校が順番
に行っています。児童たちは、周辺のごみ拾いを行っ
た後、たらいの中で元気に泳ぎ回るウグイの稚魚を、

「かわいい」「手でつかむと魚が火
や け ど

傷しちゃうよ」な
どと声をかけながら川に放しました。

　小鷹理夫さん（熊井）が、地方自治功労者として知
事表彰を受賞され、11 月 25 日、役場町長室で表彰
伝達式が行われました。
　小鷹さんは、昭和 62 年６月から平成 12 年７月、
平成 15 年 6 月から平成 23 年 6 月までの延べ 6 期
21 年間にわたり、鳩山町議会議員として在職され、
地方自治の発展に貢献されました。その間、議会議長
として円滑な議会運営に尽力されたほか、経済建設
委員会委員長や町農業委員会委員、町監査委員も歴
任されました。

成
長
を
願
っ
て
ウ
グ
イ
を
放
流
す
る

児
童
た
ち

表
彰
状
を
手
に
す
る
小
鷹
さ
ん（
11
月

25
日
、町
長
室
に
て
）

このページでは、皆さんのコミュニティ活動や各種
協議会・委員会などの活動に関連する記事や、皆さ
んからお寄せいただいた情報を掲載します。
◆�情報は、掲載希望月の前々月末日までに、役場
政策財政課� 広報広聴担当（〒 350-0392 鳩
山町大字大豆戸 184-16・TEL296-1212・
FAX296-2594・ Ｅ メ ー ル webmaster@
town.hatoyama.lg.jp）にお寄せください。

▲社員やその家族の皆さんが種をまき、地元
の皆さんが育ててきたカボチャやジャガイ
モ、サトイモ、ハクサイなどが並び、参加者が
うれしそうに持ち帰りました。また、当日はも
ちつきを楽しんだほか、手作りのそばも堪能
しました。

▲サトイモを収穫する参加者。土に触れる機
会があまり多くない都内の子どもたちにとっ
て、楽しい体験となっています。

みんなの伝言板

鳩山剣友会スポーツ少年団
町内スポーツ少年団紹介企画 vol.３

子どもたちの健全育成を推進するため、町内で活動するス
ポーツ少年団を紹介します。

　鳩山剣友会スポーツ少年団は、現在小学１～６年
生が在籍しています。剣道を通じて体力や筋力がつ
いたり、俊敏性が身についたりするほか、敬語や礼儀
作法など、人として大事なことを学べます。入団後
は、忍耐強くなった、落ち着きが出た、ハキハキとし
た言動が取れるようになったなど、日常生活でもよ
い効果が出ている子もいます。ぜひ、一緒に活動しま
しょう。
活動日時：毎週日曜日 午後５時～６時 30 分、木曜
日 午後７時～８時、土曜日 午前９時～ 10 時 30 分　
活動場所：町民体育館剣道場　会費：入会金 1,000
円、年会費 6,000 円　問合せ：石井利

と し ゆ き

幸さん☎ 296
－2196

団員
募集中

︱
活
動
内
容
は

　
県
内
の
グ
ル
ー
プ
が
集
ま
る
大

会
で
発
表
す
る
課
題
曲
を
練
習
し

な
が
ら
、楽
し
く
活
動
し
て
い
ま

す
。大
会
に
は
毎
月
第
２
・
４
土

曜
日
に
今
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
活
動
す
る
別
グ
ル
ー
プ
と

一
緒
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

︱
大
正
琴
の
魅
力
は

　
大
正
琴
の
譜
面
は
、音
符
で
な

く
、楽
器
に
配
置
さ
れ
た
数
字
が

記
さ
れ
た
も
の
で
す
。そ
の
た
め
、

音
楽
経
験
の
な
い
方
で
も
分
か
り

や
す
く
、始
め
や
す
い
楽
器
で
す
。

演
奏
曲
は
馴
染
み
の
あ
る
昔
の

楽
曲
が
多
く
、大
正
琴
の
音
色
が

と
て
も
合
い
ま
す
。音
階
ご
と
の

パ
ー
ト
が
出
す
音
が
合
わ
さ
る
と

素
敵
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
と
な
り
、

楽
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

︱
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　
会
に
入
っ
て
大
正
琴
を
始
め
た

方
ば
か
り
で
す
し
、先
生
が
い
い

人
で
優
し
く
教
え
て
く
れ
ま
す
。

休
憩
時
間
の
お
し
ゃ
べ
り
も
楽
し

い
時
間
で
、様
々
な
情
報
交
換
が

で
き
ま
す
。ぜ
ひ
、一
緒
に
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
奏
で
ま
せ
ん
か
。

このコーナーでは、鳩山町コミュニティ
推進協議会が発行する「サークルガイ
ド」に掲載されているサークルの活動を
ご紹介しています。

毎月第１・３木曜日
午前９時30分～正
午
ふれあいセンター
大正琴の練習
月2,000円
細井�信子さん
☎ 090－8103ー
2374

☆活動日時

☆活動場所
☆活動内容
☆会 費 等
☆問 合 せ

『大正琴 カサブランカ』

会員の皆さん（12月 1日参加者）

第 15 回鳩山ふれあいコンサート　　　　　　　　 
日時：１月 28 日（土）　①午後１時 30 分から　②午後６
時 30 分から（①または②をご指定ください）　場所：ウェ
スタ川越 リハーサル室　入場料：1,000 円（未就学児無
料）※経費を除く収益金は町社会福祉協議会に寄付しま
す。　申込・問合せ：大導寺☎ 296－3873（FAX 兼用）

介護老人福祉施設 鳩山松寿園東館内覧会　　　　  
鳩山松寿園東館が、2 月 1 日
に開館します。当館では、地域
交流スペースや事業所内保育
室（ひまわり保育ルーム）も設
置しました。下記のとおり内

覧会を開催しますので、希望される方は電話連絡の上、ご
来場ください。
日時：１月 21 日（土）・22 日（日）　いずれも午前 10 時
～午後３時　費用：無料　申込・問合せ：鳩山松寿園東
館 篠田・岡本☎ 296－7677（松ヶ丘 4－1－3）

厳
し
さ
の
中
に
も
楽
し
さ
が
あ
り
、団

員
は
仲
良
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　11 月 27 日、竹本地区で「中山間地域活動収穫祭」が行
われ、同地区と以前から交流のある、東京都板橋区に本社
を置くアトミクス㈱の従業員の皆さんとその家族が、近
くの農園で自ら植え付けた農産物などを味わいました。
参加者は、「田園風景が素晴らしく、何度きても癒されま
す。農作業体験も貴重で、とてもいい時間を過ごしていま
す」と話していました。
　この事業は、耕作放棄を防ぐため、農
作業体験を通じた交流や農道・水路な
どの適切な管理活動などを支援する「中
山間地域等直接支払交付金制度」を活
用して実施されています。同地区では、
年間を通じて体験農園や収穫体験など
で、都市部との交流を行っています。

都市部と鳩山の地域間交流
竹本で中山間地域活動収穫祭

まちレポ

①

②

はとコミ 

はとやまサークル図鑑

Vol.31
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はとっ子通
信

１月中旬～２月上旬

今月の
“ニコニコキッズ”
町立亀井小学校6年生の
皆さん（12月 6日撮影）

Enjoy
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　12月５日、社会科授業の一環で、今宿小学校６
年生が町職員による「租税教室」に参加し、税金の
大切さについて学びました。教室では、税金の種類
や、税金でまかなっている授業料や学校施設の建
築費用を学んだり、様々な施設を、税金で運営して
いる施設とそうでない施設に分けたりしました。
また、税金がない世界を描いたDVDを見て、税金
の大切さを学びました。
　授業を受けた児童からは「税金がないと、道路や
橋を直すこともできず、町がボロボロになって困
る」「信号機も動かず、交通事故が起きてとても危
険」などとの感想があがっていました。
　授業の最後に、町職員が「大人になったらきちん
と税金を納め、税金の使い道を決める国民の代表
者を選ぶ選挙にも行って」と呼びかけました。

　どならない子育て練習法（DKT）という６つの
援助法を使いながら、子どもと大人の信頼関係を
築く教育技術を学びます。実践編の要点をコンパ
クトにまとめた２時間の講座です。
　託児もありますので、ぜひご参加ください！
対象：町内に住む子育て中の方
日時：２月８日（水）　午前10時～正午
場所：保健センター
内容：概ね３歳以上の言葉が伝わるようになった
子どもに対するしつけの方法
参加費：無料
定員：20人（託児あり。申込時にご相談ください）
持ち物：筆記用具
申込み・問合せ：２月１日（水）までに保健センター
へ☎ 296－2530

子育て支援に関する最新情報は、鳩山町子育て応援サイト「はとネット」でもご確認ください。

※詳細は下記参照（◆＝ Enjoy、●＝すくすく、■＝ Meet Book）
子育てカレンダー

つどいの広場
子育て教養講座

こども
おはなし会

うさぎちゃんの
部屋

ひばりキッズルーム

1 月中旬～ 2 月上旬

12
1 1 歳 6 か月児健診

対象：平成 27 年４月～６月生　
受付：午後１時 15 分～１時
45 分
場所・問合せ：町保健センター
☎ 296－2530

27
1 2 歳児歯科健診

対象：平成 26 年９月～ 12 月生　
受付：午前９時～９時 30 分
場所・問合せ：町保健センター
☎ 296－2530

24 7
1 2・ 乳幼児健康相談

対象：生後４か月～４歳　時間：
1/24 午前 10 時～ 11 時、2/7
午前９時 30 分～ 11 時　場所：
1/24 つどいの広場（ぽっぽ）、
2/7 保健センター　問合せ：町
保健センター☎ 296－2530

時間：午前 11 時から　内容：
０・１・２・３歳のためのはじ
めてのおしばい「あら　どこだ」　
出演：人形劇団プーク（P

プ ー ク

UK）、　
費用：無料（申込不要）
場所・問合せ：つどいの広場

（ぽっぽ） ☎ 296－7733

一緒に楽しみましょう。
時 間： 午 前 10 時 30 分 か ら　
※絵本・折り紙 30 分、子ども
ミニ映画会（上映作品「日本の昔
ばなし」）30 分
場 所・ 問 合 せ： 町 立 図 書 館

（おはなしコーナー）☎ 296－
5660

絵本の読み聞かせをします。
内容：1/13「かおかおどんな
かお」「ぼうし」、1/27「しろ
くまちゃんのほっとけーき」「た
まごのあかちゃん」　時間：午
前 11 時から（30 分）　 場 所：
つどいの広場（ぽっぽ）
問合せ：町立図書館☎ 296－
5660

27
1 ママの

おしゃべりタイム
ママ同士の交流の場です。
時間：午前 10 時～正午　参加
費：無料　※ママ用のカップと
お子さんの飲み物をお持ちくだ
さい。
場所・問合せ：ひばり子育て支
援センター☎ 296－5694

16・25
3

1
2

町立鳩山幼稚園
保育体験

対象：平成 24 年４月２日～平
成 25 年４月１日生まれの幼児
と保護者　時間：午前９時 30
分～午後 0 時 30 分　費用：保
険料 666 円（初回参加時にご用
意ください）
場所・問合せ：町立鳩山幼稚園
☎ 296－0592

対象：【カンガルールーム（水）】
０歳児（生後３か月から）、１歳
児【コアラルーム（火・木）】２歳
児、３歳児　時間：午前 10 時
～ 11 時 30 分　内容：お散歩、
折り紙制作、クッキング、伝承遊
び、ごっこ遊び、水遊びなど
場所・問合せ：ひばり子育て支
援センター☎ 296－5694

すく
　すく

Meet
Book

今宿小学校 6 年生が
「租税教室」で税を学ぶ

「目からウロコの子育て練習
講座（ダイジェスト編）」

様
々
な
ク
イ
ズ
を
通
じ
て
、税
金

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

10
月
か
ら
１
月
ま
で
行
わ
れ
た
実

践
編
の
概
要
を
１
日
で
学
べ
ま
す

育児や学校のこと、一人で悩まず相談を
ひばり子育て相談（電話相談）

外出するのはちょっと大変という
方に、保育士・看護師が適切なアド
バイスをします。
受付期間：平日（月～金）　午前９
時～午後５時　問合せ：ひばり子
育て支援センター☎ 296－5694

教育相談

日時：1 月 12 日（木）･19 日（木）・
26 日（木）・2 月 2 日（木）・9 日

（木）　午前 10 時～午後４時
場所・問合せ：町立鳩山中学校
さわやか相談室☎ 296－2230

よい子の電話教育相談
（24 時間 365 日対応）

◆保護者専用
☎ 048－556－0874 E メール相
談 soudan@spec.ed.jp
◆ 18 歳以下の子ども専用（無料）
☎ ＃ 7300 ま た は 0120－86－
3192

27 26

日　程 内　容
1 ／ 11（水） ◆キッズルーム（カ）

12（木） ● 1 歳 6 か月児健診
◆キッズルーム（コ）

13（金） ■うさぎちゃんの部屋
16（月） ●保育体験
17（火） ◆キッズルーム（コ）
18（水） ◆キッズルーム（カ）
19（木） ◆キッズルーム（コ）

日　程 内　容

21（土） ◆子育て教養講座
■こどもおはなし会

24（火） ◆キッズルーム（コ）
●乳幼児健康相談

25（水） ●保育体験
◆キッズルーム（カ）

26（木） ◆キッズルーム（コ）

27（金）
●ママのおしゃべりタイム
● 2 歳児歯科健診
■うさぎちゃんの部屋

日　程 内　容
31（火） ◆キッズルーム（コ）
2/1（水） ◆キッズルーム（カ）
2（木） ◆キッズルーム（コ）
3（金） ●保育体験
4（土） ■こどもおはなし会

7（火） ●乳幼児健康相談
◆キッズルーム（コ）

8（水） ◆キッズルーム（カ）
9（木） ◆キッズルーム（コ）



税に関する作文表彰で 鳩中生４人が各賞を受賞

ギャラリー
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編・集・室
新年あけましておめでとうございます。今月号では、
ニュータウン地区の方々から問い合わせの多かった
旧西友リビング館の活用計画について、イメージ図
とともにお伝えし、町民参加型の事業展開を考える
ワークショップの開催についてご案内しました。ま
た、特集では、定年後の地域への関わりについてお伝
えしました。地域活動への参加は、直接活動に参加す
ることだけではありません。活動している人を応援
すること、見守ることも含まれると思います。今年
は、ぜひ皆さんなりの “ 参加 ” を考えてみてはいか
がでしょうか。（黒田）

　税について理解を深めてもらうため、中学生
と高校生を対象に毎年行われている「税に関す
る作文」で、中学生による応募作品 1,307 点の中から鳩山
中学校４名の生徒が各賞を受賞しました。
　生徒たちは、11 月 22 日に町役場で行われた表彰式で、
小峰孝雄町長らからお祝いの言葉をもらいました。
　なお、受賞者は以下のとおりです。

【埼玉県納税貯蓄組合総連合会優秀賞】山下 知
ち

華
か

さん（３年）
【鳩山町長賞】清水 愛

あ い と

斗さん（３年）
【東松山税務署長賞】西幅 美

み ら の

来乃さん（１年）
【東松山地区納税貯蓄組合連合会長賞】早坂 拓

た く

真
ま

さん（３年）

紙面上で下記マークがある場合は、
関連情報をWEBでご覧になれます。

ひだか ひろや くん
（６歳）

みうら あおい ちゃん
（小学２年生）

左から清水さん、西幅さん、早坂さん、山下さん

みついし ひかり ちゃん
（小学５年生）

人口
　男
　女
世帯
11月の出生数

このコーナーでは、町
立図書館「らいぶら
りぃ・メイト」投稿
コーナーの絵などを
紹介しています。

町・県民税
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

（第４期）
（第７期）
（第７期）
（第７期）

◆�納期限を過ぎないよう、コンビニ納付
や口座振替をご利用ください。

12 月 1 日現在
（　）は対前月比

人口と
世　帯

1月の
納税・
納付

（－ 26）
（－ 17）
（－ 9）
（－ 5）
５人

14,169 人
6,978 人
7,191 人
5,956 世帯


